
令和３年度
安曇野市

「支え合い、助け合い、見守り合い制度」資料



要支援者

制度 通所介護（ディ
サービス）

通所リハビリ
テーション
（ディケア）

介護予防
訪問

入浴介護

訪問入浴
介護

介護予防訪問
リハビリテー

ション

訪問リハビリ
テーション

食事、入浴、生
活機能維持向上
（日帰り）

老保施設、医療
機関で食事、入
浴、生活行為向
上支援のための
リハビリテー
ション（日帰
り）

居宅に浴室が
ない、あるい
は感染症など
から浴室の利
用が困難な場
合に限定し、
訪問による入
浴介護を提供

介護士と看
護師が家庭
を訪問し、
浴槽を提供
して入浴介
護を行う

居宅での生活行
為の向上のた
め、理学療法
士、作業療法
士、言語聴覚士
が訪問し短期集
中的なリハビリ
テーションを行
う

居宅での生活行
為の向上のた
め、理学療法
士、作業療法
士、言語聴覚士
が訪問しリハビ
リテーションを
行う

通常規模型事業所8h
～9h未満）の場合

通常規模型事業所
7h～8h未満）の場
合

利用料（負
担）目安

利用料 利用料 利用料 利用料 利用料 利用料

20分未満 302円

30分未満 450円
30分以上1h未満 792円
1h以上1.5h未満 1,087円

全身入浴 1回（20分につき）

852円 307円

20分未満 255円

30分未満 381円
30分以上1h未満 552円
1h以上1.5h未満 812円

６６６円 757円

20分未満 313円

20分未満 167円 30分未満 470円
20分以上30分未満 250円 30分以上1h未満 821円

30分以上1h未満 396円 1h以上1.5h未満 1,125円

７８７円 897円 1h以上1.5h未満 579円 全身入浴 1回（20分につき）

1,260円 307円 293円

20分以上45分未満 183円 20分未満 265円

９１１円 1,039円 45分以上 225円 30分未満 398円
30分以上1h未満 573円
1h以上1.5h未満 842円

１，０３６円 1,206円

１，１６２円 1,369円

※サービス利用料の目安は1割負担の場合です。
※今後介護報酬改定に伴い、サービス費用が変更となる場合があります。
※新型コロナウイルス経過措置として令和３年９月30日まで所定単位の1000分の1001に相当する単位数を算定します。

介護予防
訪問看護

疾患を抱える人に看護師等が居宅を訪問
し、介護予防のための療養上の世話や診療
の補助を行う

在宅サービス

利用料

訪問介護
（ホームヘルプサービス）

ホームヘルパーが居宅を訪問し、入浴、
排泄、食事等身体介護や調理、洗濯など
生活支援を行う。通院の乗降介助（介護
タクシー）も利用可

訪問看護

疾患などを抱える人に看護師等が
居宅を訪問し、療養中の世話や診
療の補助を行う

利用料利用料（1ケ月） 利用料

老保施設、医療機関で
日常生活上支援、リハ
ビリテーションを提供

介護予防通所
リハビリテーション

要介護　1

要介護　2

病院又は診療
所から

訪問介護
ステーション
から

理学療法士等に
よる訪問の場合
（1回につき）

283円

身体介護

概要

要支援　1

要支援　2

2,053円

（基本的サービス）

3,999円

（基本的サービス）

通院時の乗
車・降車等の
介助

1回につき　　 99円

要介護　5

要介護　4

生活援助
要介護　3

訪問介護
ステー
ションか
ら 理学療法士等に

よる訪問の場合
（1回につき）

病院又は
診療所か
ら
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要支援者

制度
介護予防福
祉用具貸与

福祉用具
貸与

特定介護予防
福祉用具

購入費支給

特定福祉用具購
入費支給

介護予防住宅
改修費支給

住宅改修費
支給

福祉用具の内、
介護予防に資す
るものを貸与

日常生活の自立
を助けるための
福祉用具を貸与

入浴や排泄などの福祉用具の

内、介護予防に役立つ用具を

購入した際、10万円を上限に

購入費の9割（一定以上所得

者は7～8割）を介護保険から

支給する

入浴や排泄などに使用する福

祉用具を購入した際、年間10

万円を上限に購入費の9割

（一定以上所得者は7～8割）

を介護保険から支給する

介護予防に役立つ手すり、段

差解消など住宅改修をした

際、20万円を上限に改修費の

9割（一定以上所得者は7～8

割）を介護保険から支給する

手すり、段差解消など住宅改

修をした際、20万円を上限に

改修費の9割（一定以上所得

者は7～8割）を介護保険から

支給する

利用料（負
担）目安

医師が行う場合 1か月に1回まで 514円 621円
歯科医師が行う場合 1か月に2回まで 516円

病院又は診療所の薬剤師が行う場合 1か月に2回まで 565円

薬局の薬剤師が行う場合 1か月に4回まで 517円 523円
管理栄養士が行う場合 1か月に2回まで 544円

歯科衛生士等が行う場合 1か月に4回まで 361円 782円

649円

833円

696円

879円

764円

943円

838円

997円

908円

1,049円

976円

要介護　1

介護老人福祉施設の利用
（併設型・ユニット型）1
日につき

歩行器、歩行
補助つえ、手
すり、スロー
プ等

要支援　1

要支援　2

介護老人保健施設の
利用（ユニット型個
室）1日につき

介護老人保健施設の
利用（ユニット型個
室）1日につき

介護老人福祉施設の利用
（併設型・ユニット型）1
日につき

腰掛け便座、
入浴補助用
具、自動排泄
処理装置の交
換可能部品、
簡易浴槽、移
動用リフトの
つり具

・廊下や階段、浴室
やトイレなどへの手
すりの設置
・段差解消のための
スロープ設置等
・滑り止めなどのた
めの床または通路面
の材料の変更
・引き戸などの扉の
取り替え当
・洋式便所などへの
便器の取り替え
・上記の改修に伴っ
て必要となる工事

車椅子、車椅
子附属品、床
ずれ防止用
具、歩行器、
体位変換器、
歩行補助つ
え、特殊寝
台、特殊寝台
附属品、手す
り、自動排泄
処理装置、認
知症老人排泄
感知機器、ス
ロープ、移動
用リフト等

管理栄養士
が行う場合

概要

医師、歯科医師、看護職員、薬剤
師、管理栄養士などが自宅を訪問
し、療養上の管理や指導を行う

医師、歯科医師、看護職員、薬剤師、管理栄
養士などが自宅を訪問し、介護予防を目的と
した療養上の管理や指導を行う

要介護　5

要介護　2

要介護　3

歯科医師が
行う場合

1か月に2
回まで

病院又は診
療所の薬剤
師が行う場

1か月に2
回まで

要介護　4

1か月に2
回まで

歯科衛生士
等が行う場
合

1か月に4
回まで

361円

544円

介護老人保健施設の利用
（ユニット型個室）1日に
つき

介護老人福祉施設の利用（併設
型・ユニット型）1日につき

利用料

短期入所療養介護
短期入所生活介護

福祉施設や医療施設に短期間
入所して、日常生活上の支援
や機能訓練が受けられる

介護老人保健施設の利用
（ユニット型個室）1日に
つき

介護老人福祉施設の利用（併設
型・ユニット型）1日につき

介護老人保健施設の利用
（ユニット型個室）1日に
つき

介護老人福祉施設の利用（併設
型・ユニット型）1日につき

介護老人保健施設の利用
（ユニット型個室）1日に
つき

介護老人福祉施設の利用（併設
型・ユニット型）1日につき

介護老人保健施設の利用
（ユニット型個室）1日に
つき

介護老人福祉施設の利用（併設
型・ユニット型）1日につき

・廊下や階
段、浴室やト
イレなどへの
手すりの設置
・段差解消の
ためのスロー
プ設置等
・滑り止めな
どのための床
または通路面
の材料の変更
・引き戸など
の扉の取り替
え当
・洋式便所な
どへの便器の
取り替え
・上記の改修
に伴って必要
となる工事

在宅サービス

歩行器、歩行補
助つえ、手す
り、スロープ等

腰掛け便座、入
浴補助用具、自
動排泄処理装置
の交換可能部
品、簡易浴槽、
移動用リフトの
つり具

介護予防短期入所生活/療養
介護（ショートステイ）

福祉施設や医療施設に短期間
入所して、介護予防を目的と
した日常生活上の支援や機能
訓練など受けられる

介護予防短期入所療養介護
介護予防短期入所生活介護

利用料

短期入所生活/療養介護
（ショートステイ）

居宅療養管理指導介護予防居宅療養管理指導

利用料利用料

516円

565円

薬局の薬剤
師が行う場
合

1か月に4
回まで

517円

医師が行う
場合

1か月に２
回まで

514円
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要支援者

制度
介護予防特定
施設入居者生

活介護

特定施設入居
者生活介護

介護老人福祉
施設（特別養
護老人ホー

ム）

介護老人保健
施設（老人保
健施設）

介護療養型医
療施設（療養
病床等）

介護予防
小規模

多機能型
居宅介護

小規模多機
能型居宅介
護

介護予防認知
症

対応型通所介
護

認知症対応
型通所介護

介護予防認知
症対応型共同

生活介護

認知症対応型
共同生活介護
（グループ
ホーム）

地域密着型介
護老人福祉施
設入所者生活

介護

定期巡回・随
時対応型訪問

介護看護

夜間対応型
訪問介護

地域密着型特
定施設入居者

生活介護

看護小規模多
機能型居宅

介護

地域密着型
通所介護

有料老人ホーム
等に入居する高
齢者に、介護予
防を目的として
日常生活上の支
援や介護を提供
する

有料老人ホーム等
に入居する高齢者
に、日常生活上の
支援や介護を提供
する

常時介護が必要で
居宅での生活が困
難な人が入居し、
日常生活上の支援
や介護を受ける

状態が安定してい
る人が在宅復帰で
きるようリハビリ
テーションを中心
としたケアを行う

急性期の治療を終
え、長期の療養を
必要とする人のた
めの医療施設

通所を中心に利用
者の選択に応じて
訪問系のサービス
や泊りのサービス
を組み合わせ、多
機能介護予防を目
的としたサービス
を受ける

通所を中心に利用
者の選択に応じて
訪問系のサービス
や泊りのサービス
を組み合わせ、多
機能な介護サービ
スを受ける

認知症の高齢者が
ディサービスを行
う施設などに通
い、日常生活上の
世話や機能訓練な
ど介護予防を目的
とするサービスを
受ける

認知症の高齢者が
ディサービスを行
う施設などに通
い、日常生活上の
世話や機能訓練な
どの介護サービス
を受ける

認知症の高齢者が
共同生活する住宅
で、日常生活上の
世話や機能訓練な
どの介護サービス
を受ける

認知症の高齢者が
共同生活する住宅
で、日常生活上の
世話や機能訓練な
どの介護サービス
を受ける

入所定員30人未
満の小規模な介護
老人福祉施設に入
所する人が、日常
生活上の世話や機
能訓練などの介護
サービスを受ける
原則　要介護3～
5

日中と夜間を通じ
た複数回の定期訪
問と随時の対応
で、介護と看護を
一体的に提供する

24時間安心して
在宅生活が送れる
よう、巡回や通報
システムによる夜
間専用の訪問介護
を受ける（安曇
野市では未整
備）

有料老人ホームな
ど特定施設の内、
入所定員が30人
未満の小規模な介
護専用型特定施設
に入居する人が、
日常生活上の世話
や機能訓練などの
介護サービスを受
ける（安曇野市
では未整備）

小規模多機能型居
宅介護と訪問看護
を組み合わせた
サービスで、介護
や看護のケアを一
体的に受ける

定員が18人以下
の小規模な通所介
護事業所で、日常
生活上の支援や機
能訓練などのサー
ビスを日帰りで受
ける

1日につき 1日につき 1日につき 1日につき 1日につき 1ケ月につき 1ケ月につき
8h以上9h未満

の場合
8h以上9h未満

の場合
1日につき 1日につき

1ケ月につき（訪
問看護サービスを

行う場合）
1ケ月につき

8h以上9h未満
の場合

利用料（負
担）目安

利用料 利用料 利用料 利用料 利用料 利用料 利用料 利用料 利用料 利用料 利用料

182円 3,438円 886円

311円 6,948円 989円 760円

ユニット型個室 ユニット型個室

538円 796円 706円 10,423円 1,024円 764円 8,312円 12,438円 780円

ユニット型個室 ユニット型個室

604円 841円 801円 15,318円 1,135円 800円 12,985円 17,403円 922円

ユニット型個室 ユニット型個室 ユニット型個室 ユニット型個室

674円 793円 903円 1,002円 22,283円 1,246円 823円 803円 19,821円 24,464円 1,068円

ユニット型個室 ユニット型個室 ユニット型個室 ユニット型個室

738円 862円 956円 1,090円 24,593円 1,359円 840円 874円 24,434円 27,747円 1,216円

ユニット型個室 ユニット型個室 ユニット型個室 ユニット型個室

807円 929円 1,009円 1,166円 27,117円 1,469円 858円 942円 29,601円 31,386円 1,360円

概要

要介護　5

要介護　4

要介護　3

要介護　1

要介護　2

要支援　1

要支援　2

在宅サービス 施設サービス 地域密着型サービス
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要支援者

包括的支援事業

訪問介護
相当サービス

訪問型
サービスA

訪問型
サービスC

通所介護
相当サービス

通所介護
サービスA

通所介護
サービスC

概要

利用者が自力では
困難な行為につい
て、ホームヘル
パー による自立
のための身体介
護、生活援助サー
ビスを提供

利用者が自力では
困難な行為につい
て、ホームヘル
パー等による自立
のための生活援助
サービスを提供

リハビリ専
門職や歯科
衛生士など
の専門職が
利用者宅を
訪問し、生
活機能改善
のための助
言を行う

通所介護施設で入
浴や食事の介助な
ど日常生活上の支
援や生活機能の維
持向上のための機
能訓練などサービ
スを提供する

通所介護施設等で
閉じこもり予防の
ための運動やレク
リェーションなど
楽しみながら介護
予防につながる
サービスを提供す
る

通所介護施設で週
に1回運動機能の
向上などを目的と
したカリキュラム
を最大6か月継続
して受けられる

体操を中心とした
教室や介護予防に
関する幅広い知識
を身につける教
室、認知症予防や
口腔機能の向上の
ための教室等開催
する

歯科医師による歯
科診察、歯科衛生
士による口腔機能
検査、歯科衛生士
による個別相談及
び集団指導を行う

認知症と関連のあ
る5つの認知機能
（記憶力、注意
力、言語力、視空
間認知力、思考
力）がどのくらい
あるかを検査し、
認知症予防に生か
すための説明を行
う

認知症の方やその家
族が安心して暮らし
続けることができる
地域づくりを応援す
る人（認知症サポー
ター）を増やすた
め、地域や学校、職
場において認知症に
関する正しい知識を
身につけるための講
座を開催する

「生活支援コーディネー
ター」と「協議体」の設置を
通じて、地域の支え合いによ
る生活支援・介護予防を広
げ、地域で多様な主体による
サービスを提供を推進する。

対象

要支援1，2
事業対象者

要支援1，2
事業対象者

要支援1，
2
事業対象者

要支援1，2
事業対象者

要支援1，2
事業対象者

要支援1，2
事業対象者

概ね65歳以上
の方

70・73・78
歳の方

おおむね60歳
から89歳の方

全市民 全市民

※今後介護報酬改定等に伴い、サービス費用が変更となる場合があります。

介護予防・日常生活支援総合事業

生活支援体制
整備事業

介護予防教室

一般介護予防事業

シニア
歯科健康診査

認知機能検査
（ファイブ・
コグ検査）

認知症サポー
ター養成講座

無料
　
※ただし、一部教
室で使用物品等の
自己負担あり

無料

概ね10人以上のグ
ループで申し込み
※認知症かどうかを
判定するものではな
い

参加者にテキストと
「認知症サポーター
カード」を交付する
事業所等で講座を受
講した場合は「ス
テッカー」も交付。

無料 無料

介護予防・生活支援サービス事業

短期集中型サービス
（最大6か月の利用
可能（月1回）

①要支援1，2・
事業対象者
・週1回、2h程度
のサービス
　　　400円

①要支援1，2・事
業対象者
・20分以上60分
未満
　　　　206円
（令和3年9月末ま
で207円）

・20分未満
　　　　100円

上限は週618円（令
和3年9月末まで621
円）

①要支援１，2・
事業対象者
・週1回利用する
場合
　　　1,672円
（令和3年9月末
まで1,674円）
②要支援2・事業
対象者
・週2回利用する
場合
　　　3,428円
（令和3年9月末
まで3,432円）

訪問型サービス 通所型サービス

①要支援1，2・
事業対象者
・週2回まで、半
日程度のサービス
1回につき308円
（令和3年9月末
まで309円）

短期集中型
サービス最大
6か月の利用
可能（月1
回）

①要支援１，２事
業対象者
・週1回程度の利
用
　　　1,176円
（令和3年9月末
まで1,178円）
・週2回程度の利
用
　　　2,349円
（令和3年9月末
まで2,352円）

②要支援２・事業
対象者
・週2回程度を超
える利用
　　　3,727円
（令和3年9月末
まで3,731円）

制度

自己負担
・

利用料
・

参加費

その他

上記に加えて食事代
や受けるサービスに
よって追加費用があ
り。

緩和した基準による
通所型サービス上限
は週616円（令和3
年9月末まで618
円）
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高齢者

制度
緊急通報
サービス

高齢者通院等
支援サービス

寝たきり高齢
者等通院等支
援サービス

軽度生活援助
サービス

訪問理美容
サービス

入浴料金割引
券交付事業

生活管理指導短
期宿泊（ショー

トスティ）
サービス

住宅改良
に対する補助

高齢者祝賀事
業

外国人高齢者
特別給付金の

支給
独り暮らしの高齢者
の人などが家庭で安
心して暮らせるよう
緊急通報機器を設
置。ボタンを押すと
受信センターから状
況確認の電話があ
り、出られない場合
は登録された近隣に
協力員に、または市
の委託会社の出動員
がかけつけ救護する

自宅から医療機関
へ通院及び自宅か
ら福祉施設に送迎
をする際に利用で
きるタクシー券を
交付する

自宅から医療機関
への通院及び自宅
から福祉施設に送
迎をする際、福祉
タクシー（車いす
等）の利用料金の
一部を補助する

ゴミ出しや家周り
の手入れなど軽易
な作業を支援する

寝たきりの方など
が家庭で快適に過
ごせるよう理容
師、美容師が自宅
へ訪問し理美容を
実施した際、利用
料金の一部を補助
する

市内の日帰り入浴
施設で利用できる
割引券を交付する

在宅で基本的な生
活が送られるよ
う、養護老人ホー
ムへ短期間宿泊
し、生活上必要な
支援や指導を受け
る

住み慣れた住宅で
引き続き生活がで
きるよう、住宅改
良に要する費用の
一部を補助する

長寿を記念し、お
祝い品をお届けす
る

公的年金を受給す
ることができない
外国籍の高齢者に
給付金を給付する

福祉タクシー利用料
金の半額を補助
（1か月補助限度額
5,000円）

ゴミ出し、家周りの
手入れ、家屋の軽易
な修繕、除雪、暖房
機器への給油

原則7日以内の利用
（利用可能施設：養
護老人ホーム安曇
寮、養護老人ホーム
温心寮等）

段差解消、手すりの
取り付け、様式弁便
器への取り替え

対象

●65歳以上
●身体障害者手帳
1,2級をお持ちの方
●療育手帳をお持ち
の方
●精神障害者保健福
祉手帳をお持ちの方

65歳以上で

●要介護3～5の認
定を受けている方

車いす、ストレッ
チャーを移動手段と
する高齢者及び身体
障害者手帳1,2級を
お持ちの方

65歳以上の方のみ
の世帯で
●日常生活の援助が
必要な方

65歳以上で
●要介護3以上
●身障手帳1，2級
●療育手帳A1,A2
のいずれかに認定さ
れた方

申請年度の４月１日
時点において市内に
住所を有する70歳
以上の方

社会適応（生活習慣
等）が困難な65歳
以上の方

※要支援、要介護認
定者は利用不可

65歳以上で
●要介護、要支援の
認定を受けている方
で、住宅改修が必要
な方
●同居する家族全員
の前年の住民税所得
割非課税の方

●88歳の方（4.1現
在）
●100歳の方（4.1
現在）
●市内最高齢の男
性、女性

公的年金を受給でき
ない外国籍の永住者
または特別永住者で
T15.4.1以前に生ま
れた方（生活保護法
による被保護者及び
社会福祉施設入所
者、一定以上所得の
ある方を除く）

●ごみ出し、給油（1回）

月額 100円（30分まで）

500円 ●手入れ、修繕（1回） 1日につき
200円（1hまで） 1,380円
●除雪（1回）

500円（1hまで）

月額10,000円

500円分 1回あたり 対象工事費用の9割 （年間120,000円）

最大30枚交付 2,000円補助 限度額63万円 を限度

概要

利用料

交付・補助

使用範囲
市に登録された入浴
施設

身体障害者手帳
（1，2級）、精神
障害者保健福祉手帳
（1，2級）療育手
帳（A1,A2)をお持
ちの方は、障がい者
のタクシー券とどち
らか選択して利用可

備考

200円の割引券
を年間12枚交付

福祉タクシー利
用料金の半額を
補助
（1か月補助限
度額5,000円）

年間利用回数最大
6回が限度
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高齢者

制度
高齢者の生き
がい講座支援

事業

高齢者の生きが
いと健康づくり
推進事業補助金

朗人大学講座
アクティブシ
ニアがんばろ
う事業補助金

支え合い事業
施設整備
補助金

家庭介護用品購入助成券の交付
重度要介護者
の家庭介護慰
労金の支給

緊急宿泊支援
サービス

養護老人
ホーム

軽費老人ホー
ムA型・

ケアハウス

有料老人
ホーム

地域での学習活動
を通じ、健康づく
りや生きがいづく
りを促進する団体
を支援する

高齢者が主体的に
活動できる事業を
支援する

高齢者の皆さんが
仲間づくりの輪を
広げながら新しい
知識、技術を身に
つけ、積極的に社
会活動に参加して
いただく講座を開
催する

健康増進や介護予
防のために健康づ
くりの活動を定期
的に行う団体を支
援する

高齢者の皆さんが住み
慣れた地域でいつまで
も自立した生活を続け
られるよう既存施設等
を活用し、認知症カ
フェ、高齢者サロン、
地域支え合い活動など
の生活支援サービスの
事業を実施する団体
に、その施設整備等の
経費の一部を助成する

重度要介護高齢者（65歳以上）を在宅
で介護している家族等に、介護用品購
入の際に利用できる助成券を交付する

在宅で寝たきりや
認知症の高齢者を
介護している方に
慰労金を支給し、
介護者の労をねぎ
らう

介護者が葬祭や急
病などの理由によ
り急遽自宅で介護
ができず宅老所等
に宿泊を依頼され
たときに費用の一
部を補助する

環境的な理由や経
済的な理由によっ
て、在宅において
生活することが困
難な場合に生活支
援を受けたり、社
会参加をするため
に必要な指導・訓
練を受ける

住宅事情や家庭環
境等により家族と
の同居が困難な人
や身寄りがない人
が、低額の利用料
で日常生活の援助
を受けながら生活
を送ることができ
る

いままでの
生活スタイ
ルを保ち自
分らしい生
活を送るこ
とができる

補助対象
次に掲げる研修会・
学習会
●介護予防
●健康管理
●文化、芸術活動

補助対象
●地区の敬老会など
高齢者のための事
業・軽スポーツ大会
●芸能大会
●世代間交流事業
（児童とのふれあ
い）　など

補助対象事業
●高齢者の運動機能
の向上を目指すもの
●介護予防の促進を
目的としたもの

補助対象
●認知症カフェ
●高齢者サロン
●高齢者の見守り、
配食サービス
●健康体操教室
　など

対象品目
●紙おむつ、尿取りパッド、使い捨て手袋、
防水シーツ、清拭剤、ドライシャンプー、口
腔ケアスポンジ、口腔ケアウエットティッ
シュ

福祉事務所長が入所
措置を行う

入所施設：養護老人
ホーム安曇寮、養護
老人ホーム温心寮な
ど

形態は賃貸
型又は分譲
型の施設

介護保険の
在宅サービ
スを利用で
きる（利用
料は別途負
担）

対象

65歳以上の市民10
人以上で構成される
グループ

地区公民館 60歳以上の受講意
欲のある方（定員
120人）

以下をすべて満たす団体
●代表者が市内に住所を有
すること
●会員の内、40歳以上の市
民が8人以上で65歳以上の
市民が5割以上含まれるこ
と
●2か月に1回以上の定期的
活動実績があること
●市、社会福祉協議会から
補助金等の交付を受けてい
ないこと
●市から当該団体に加入を
希望する市民の受け入れ要
請があるとき、原則として
受入れ可能であること

①住民組織（区な
ど）
②ボランティア団体
③NPO法人
④社会福祉法人
⑤介護事業者

①市民税非課税世帯で要介護4～5の高齢者
を在宅介護している方
②上記の①以外で要介護3～5の高齢者を在
宅介護している方

①次のすべてに当ては
まる方（基準日前の1
年間、180日以上自宅
で介護されていた方
●基準日現在、市内に
住所を有している
●65歳以上である
●基準日前の1年間、
継続して要介護3以上
である
②次のすべてに当ては
まる方（基準日前の1
年間、介護保険サービ
ス等の利用をせず自宅
で介護されていた方
●基準日現在、市内に
住所を有している
●65歳以上である
●基準日前の1年間、
継続して要介護4以上
である
●市民税非課税世帯に
属している
※基準日は毎年9月1日

介護者が葬祭・事
故・出産等緊急時に
おいて一時的に要援
護者を介護できない
状況で自費で宅老所
等の宿泊サービスを
利用した場合

原則65歳以上で環
境的な理由や経済的
な理由により、在宅
において生活するこ
とが困難な方（市老
人ホーム入所判定委
員会が入所の必要性
を判断する）

原則60歳以上で、
自炊ができない程度
の身体能力等の低下
が認められる人（夫
婦の場合は一方の方
が60歳未満でも入
所可）
独りで生活するには
不安があり、家族の
援助を受けることが
困難な方

原則60歳以
上で、自立
した生活が
できる方
（介護認定
を受けてい
る方でも入
居可）

●備品購入費
●講師謝礼 ●定額補助額 ●工事請負費 ①は1か月あたり
上限5,000円 20,000円 5,000円

●会場使用料 ●参加人員加算額 （年間最大60,000円）
上限5,000円 ②は1か月あたり

1,000円

（年間最大12,000円）

資料代
4,000円

施設内で介護
保険の在宅
サービスを受
けられる

施設に
よって異
なる（入
居一時

金、管理
費、食

費、居住
費など）

前年の収入に
応じて金額が
決定（別途管
理費が必要な
場合あり）

本人の収入及
び扶養義務者
の課税状況に
より負担額が

決定

高齢者の生きがいづくり支援サービス 家庭介護者の高齢者福祉サービス 高齢者の入所施設（介護保険以外）

要した費用
（食費、送迎
費、入浴費を
除く）の8
割、1泊につ
き4,000円を
上限（連続3
泊以内）

　　①は年額
50,000円

　　②は年額
100,000円

概要

交付・補助

●講師謝礼金、会場
使用料の半額
①活動が月２回以上
の団体は上限12万
円
②活動が月２回未満
の団体は上限６万円

1か所あたり対
象経費の2分の

1以内、上限30
万円

（70歳以上の参
加者×500円）

備考

参加費等
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高齢者

活動名、
団体名

あんしん移送サービ
ス

介護タクシー
わらわ

介護タクシー
薫風

デマンド交通あ
づみん

（株）あいうえ
オレンジ

合同会社信州民間
救急サービス

(ケア移送サービス
しえんた）

車椅子移送車両貸
与事業（安曇野市
社会福祉協議会）

(明科地域）

概要

高齢者が医療機関
で受診したときに
自己負担を軽減
し、安心して医療
を受けれらるよう
にする制度

医療機関や薬局で
支払った医療費の
自己負担分（保険
診療分）について
給付を行い安心し
て医療を受けられ
るための制度

対象

①75歳以上の方
②65歳以上75歳未
満で一定以上の障が
い等がある方で広域
連合の認定を受けた
方

①身体障害者手帳1～3級
を持つ方
②療育手帳
A1,A2,B1,B2を持つ方
③精神障害者保健福祉手
帳1～２級を持つ方
④65歳以上で一定以上の
障がいがある方で後期高
齢者医療広域連合の認定
を受けた方

その他

人間ドック、脳ドッ
クの受診費用に対し
て助成がある

対象区分によって適用
対象となる医療の条件
が異なります

後期高齢者医療に加
入する方は保険料を
納める。保険料額は
所得に応じた「所得
割額」と、等しく負
担する「均等割額」
との合算となる
※所得額が一定の基
準額より低い場合、
保険料額の軽減が受
けられる
※社会保険などの扶
養になていた方は、
保険料額の軽減措置
が受けられる

保険料

自己負担
・

利用料
・

参加費

医療費の1割又は3
割（所得に応じて自
己負担が異なる）
※1か月の医療費が
高額になった場合、
高額療養費として自
己負担限度額を超え
た分の払い戻しが受
けられる
※1年間の医療費と
介護保険サービス費
の合計額が一定の自
己負担限度額を超え
た場合、高額介護合
算療養費として限度
額を超えた分の払い
戻しが受けられる

医療機関や薬局で自己
負担分を一旦支払う。
後日、自己負担額から
レセプト1枚あたり
500円の受益者負担
金、高額療養費、付加
給付などを差し引いた
金額が振り込まれる
※給付を受けるため、
あらかじめ市に申請、
福祉医療費受給者証の
交付を受ける必要があ
る

高齢者の医療

制度
後期高齢者

医療
福祉医療

移動手段

松本圏域（安曇野
市、松本市、塩尻
市、山形村、朝日
村など）

県内全域

使用料無料
走行距離に応じて
給油をお願いする
(20㎞以上）

対象

●安曇野市内の方
●単独でタクシー
その他公共交通機
関を利用できない
方で障害者手帳所
持者、介護保険要
介護認定者

●高齢者
●障がい者
●付添者

●歩行に不安な方
●車いすの方
●病気・けがをさ
れている方

安曇野市民で事前
に利用登録をすれ
ばだれでも利用可

●歩きが心配な方
●車いすの方
●寝たままの方

●要支援・介護認
定された方
●身体障がい者
●単独移動が困難
な方

●安曇野市内にお
住まいで車いすを
利用されている方

要問合せ費　用
2㎞（初乗）500
円、1㎞ごとに
100円追加

一般タクシー料金
＋介助料1,000円
ストレッチャー時
間制30分（初乗り
5,250円以後10分
毎1,750円）どこ
でも送迎無料

備考

場所 要相談 中信地区及び県
内・県外も可

安曇野市内

概要

バス、タクシー等
の公共交通を利用
困難な高齢者及び
障がい者等の外出
（通院や買い物な
ど）のお手伝いを
するための自家用
車による登録制の
移送サービス

高齢者、障がい者
の外出支援。病
院、施設への車い
す、ストレッ
チャーでの搬送及
び買い物、病院で
の付き添い支援

●病院への通院、
転院、入退院
●施設などへの送
迎、買い物、お花
見など

事前に電話で予約
すると自宅まで迎
えに行き、目的地
まで送る。また指
定場所から自宅ま
で送る
予約は30分以上前
まで、乗り合い方
式のため時間に余
裕をもって利用す
る

日時
通年

無休
午前7時30分から
午後6時30分
時間外対応（要応
談）

毎日
午前7時から午後5
時

予約問い合わせ
平日
　午前7時40分か
ら午後4時40分
運行
平日
　午前8時から午後
5時

介護福祉タクシー
外出時の支援

外出支援 車椅子のまま乗り
降りできるスロー
プ付きの車両を貸
し出す
通院やおでかけに
利用できる

無休
午前８時から午後
６時

24h対応可
ただし、土・日・
祝日・夜間（午後6
時から翌午前8時ま
で）の利用は事前
予約が必要

鍵の受け渡し
月～金曜日
　午前8時30分か
ら午後5時30分

同一エリア内
　　　一乗車300
円
（小学生、障がい
者　一乗車100
円）介助者も300
円必要
11枚つづり3,000
円の回数券あり

初乗り700円
詳細は要問合せ

要問合せ

中信地区
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生活を支える仕組み

活動名、
団体名

久保田屋肉店
(豊科地域）

オクムラ電気 カクミズ 安曇野かわい
小林製菓

（豊科地域）
アルプス薬局
（豊科地域）

NPO法人JAあづ
みくらしの助け合
いネットワークあ
んしん（御用聞き
車あんしん号）

コープデリ
池田センター

宮島電器

（有）ヤマモト

デリ+デリ
（穂高・明科

地域）

概要

肉の配達サービ
ス

家電製品の販売
修理
住宅設備の販売
修理
電気工事

衣類、寝具など
の配達サービス

漬物、酒、菓子
などの配達サー
ビス

菓子類の配達
サービス

薬の配達サービ
ス、在宅医療、
薬・健康相談

あんしん広場を
中心に独り暮ら
しのつどいなど
地域の集まりに
日用雑貨品を
持って車で販売
する

毎週1回決まっ
た曜日、時間に
ご注文商品を届
ける
夕食宅配サービ
スも一部地域
（豊科・堀金地
域）で実施する

家電設備の販
売・修理

お惣菜・生鮮
品・日用品・雑
貨・酒の配達
サービス
電話でのご注文
で商品をお届け

日時

日曜日以外
午前9時から午
後6時

月～土曜日
午前9時から午
後５時

午前10時から
午後7時
（水曜日定休：
営業の場合あ
り）

月・水曜日以外 要相談 要相談 要相談 月から金曜日 月～土曜日
午前9時から午
後７時

年中無休・随時

場所
豊科地域 安曇野市内 要相談 安曇野市内 豊科地域 要相談 地域の公民館な

ど人が集まる場
所

安曇野市内（そ
の他周辺市町
村）

要問合せ
穂高・明科・池
田・松川中心／
要問合せ

対象

●市民（豊科地
域）

●市内在住の方 ●市内在住の方 ●市内在住の方 ●市民（豊科地
域）

要相談 ●地域住民 ●コープながの組
合員

要問合せ 穂高・明科地域住
民

費　用

要問合せ 出張費1,000円か
ら

要問合せ 要問合せ 無料 要問合せ 要問合せ 出資金　一口
　　　　1,000円

要問合せ 要問合せ

備考

買い物支援
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生活を支える仕組み

活動名、
団体名

NPO法人JAあづ
みくらしの助け
合いネットワー

クあんしん
(配食サービス)

配食サービス
事業

(安曇野市）
ワタミの宅食 本村地区社協 吉野地区社協

重柳老人クラ
ブと重柳地区

社協
飯田地区社協

中曽根
地区社協

(有）あづみ
の弁当

コープデリ
池田センター
（豊科・堀金

地域）

セブンイレブン
堀金烏川店

（堀金地域）

まめの会
（堀金地域）

おせち料理
配布事業

（明科地域）

概要

旬の野菜を調理
した栄養バラン
スのとれたお弁
当を配達

1週間当たり5
食まで食事の配
達(安否確認を
含む）

お弁当の配達、
安否確認
日替わり5日間
コースから

配食弁当 独り暮らしの方
と語る会（お弁
当配布）
七夕まんじゅう
配布活動

七夕まんじゅう
を作り高齢の区
民へ配布し、ご
健勝をお祝いす
る

高齢者への配食
サービス

「おはぎ弁当」
の配食
安否確認

配食サービス
（弁当、仕出
し、宅配）

宅配サービス
毎週１回決まっ
た曜日・時間に
宅配

食事の配達サー
ビス

堀金地域を2つ
に分け、2か月
に1回お弁当を
配達
声掛けをし、安
否確認を兼ねて
行う
異常があれば社
協に連絡、関係
機関へつなぐ

ボランティアに
よる手作りおせ
ち料理を民生委
員がお宅へ配達

日時

要相談 豊科・穂高・明科地
域
月～土の昼食・夕食
三郷・堀金地域
毎日の昼食、月～土
の夕食

月から金曜日
　午後5時まで
（祝日を除く）
受付
午前9時から午
後5時

年2回（8月、
12月）

七夕まんじゅう
は年1回8月

毎年7月20日
ころ

年4～5回 毎年10月 要問合せ
月～金曜日（祝
日を除く）の昼
食、夕食
受付
午前8時30分
から午後6時

月から金曜日 年中無休
昼と夜

2か月に1回
（事前に電話で
確認）
午後3時以降に
お届け

12月29日

場所
要問合せ 市内　自宅まで 安曇野市内 本村コミュニ

ティセンター
要問合せ 重柳公民館 飯田公民館 中曽根公民館 要問合せ 安曇野市内（そ

の他市町村）
堀金地域 配食先　堀金地

域
調理場所　社協
堀金支所調理室

明科地域

対象

●地域住民 ●食事の用意が困
難で見守りが必要
な概ね65歳以上
の独り暮らしの方
や障がい者、高齢
者のみの世帯の方

●安曇野市内の方 ●本村区の75歳
以上の独り暮らし
●寝たきりの方
●90歳以上の方

●80歳以上の方 ●重柳区の80歳
以上の区民へ配布

●飯田区の高齢者
（独り暮らしな
ど）

●80歳以上で連
れ合いを亡くされ
た方
●70歳以上で独
り暮らしの方

●昼食　安曇野市
内
●夕食　豊科、穂
高、堀金の一部地
域

●コープながの組
合員（豊科、堀金
地域のみ）

●だれでも利用可 ●堀金地域で77
歳以上の独り暮ら
し高齢者

●明科地域にお住
まいの方で70歳
以上の独り暮らし
の方
●80歳以上の高
齢者のみの世帯
●障害者手帳をお
持ちの方（身体、
精神は1，2級、
療育手帳は
A1,A2)

費用

600円 お弁当
　　1食　500円
おかずのみ
　　1食　450円

要問合せ 無料 要問合せ 無料 1食　100円 要問合せ ご飯付きで480
円～1,500円

出資金　一口
　1,000円

商品代のみ 費用　100円 自己負担あり

備考

配食サービス
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生活を支える仕組み

活動名、
団体名

NPO法人JAあづ
みくらしの助け合
いネットワークあ
んしん（有償在宅

サービス）

住民参加型有償
在宅福祉サービ

スしあわせ・あ
づみん

公益社団法人
安曇野シル

バー人材セン
ター

コープながの
くらしのサ
ポート活動
まごころ

コープながの
くらしの助け
合いの会あづ
み野あぜ道

NPO法人
からだ堂
生活支援

まごころ
サービスボ
ランティア

シャンベル
ク・ヤマ

軽度生活援助
サービス

（安曇野市）

豊里区
除雪支援隊

NPO法人
なかむら

（穂高地域）

ぽっかぽか
スマイル

（株）ニチイ学
館松本支部

ニチイケアセン
ター安曇野光

緊急通報
サービス

（安曇野市）

概要

困ったときはお互
い様が合言葉の会
員制の有償サービ
ス
家事援助（ごみ捨
て、掃除、食事作
り、買い物、窓ふ
きなど）
身体介護（おむつ
交換、入浴介助、
安否確認）、外仕
事（草取りなど）

福祉に関する制度
やサービスの「す
き間」でできる、
日常生活上の困り
ごとを、住民同士
の支え合いの仕組
みにより解決して
いく
社会福祉協議会の
職員が、困りごと
を抱えた住民と、
それを支援してい
ただける住民とを
コーディネートし
ている

日常生活のお手伝い
（洗濯、剪定、草
刈、草取り、障子襖
の張替え、掃除、雪
かき、イベント手伝
い）

暮らしの中で
困ったとき組合
員同士で助け合
う

家事援助、こど
もや高齢者の見
守り、話し相
手、草取り、水
やり、ペットの
世話、ごみ出
し、外出支援な
ど

通院、買い物支
援

庭木の剪定、草
取り等

訪問して髪カッ
トを行う

ごみ出し、暖房
機器への給油
（1日1回30分
まで）
家周りの手入
れ、家屋の軽易
な修繕、除雪
（1日1回1hま
で）
（要申請）

市貸与及び個人
所有除雪機で、
区内の歩道（約
3㎞）の除雪を
行う
ボランティア協
力者　15人

介護保険外の事
業として一般扱
いとしてのディ
サービスの利
用、宿泊、幼児
のお預かりを実
施する

見守りサービ
ス、ごみ回収、
ハウスクリーニ
ング、介護リ
フォームなど

介護保険外の家
事、育児、自費
介護サービス
（ニチイライ
フ）を提供する

家庭で安心して
暮らせるよう緊
急通報機器を設
置する
安否確認セン
サーの24h無反
応通報により受
信センターから
安否確認が入る

日時

通年
午前8時から午
後6時
（早朝・夜間・
深夜対応あり）

事務局受付
平日
　午前8時30分
から午後5時
支援員活動日時
　平日・土日・祝
日
　午前8時30分
から午後6時

通年
事務所受付時間
午前8時30分か
ら午後5時15分

月から金曜日
土・日・祝は要
相談

月から金曜日
（土日祝、年末
年始は別）

必要時 希望者との調整 要相談 随時
1日30分から
1h
（作業による）

約10㎝の積雪
時に出動

月から土曜日
午前9時から午
後4時

平日
午前9時から午
後6時

要相談 機器設置後（要
申請）

場所
安曇野市内 安曇野市内 安曇野市内 要相談 要相談 安曇野市内 希望者の自宅 要相談 自宅（シルバー

人材センターに
よる作業）

区内の歩道 当事業所 安曇野市、松本
市、塩尻市

自宅、病院、外
出先など

自宅（宅外での
利用不可）

対象

どなたでも可（会
員制）

①概ね65歳以上
の方
②障がい者
（児）、または家
族
③概ね小学生以下
の子どもがいる家
族
④けが、病気など
で一時的に生活に
支障をきたしてい
る方
⑤その他（相談に
より）

どなたでも コープながの組合
員
どなたでも会員に
なれる
年会費　2,000円

コープながの組合
員
くらしの助け合い
の会の会員
どなたでも会員に
なれる
年会費　2,000円

高齢者 高齢者
（豊科地域のみ）

高齢者や障がい者
など外出が困難な
方
（豊科地域のみ）

65歳以上の方の
みの世帯で、日常
生活の援助が必要
な方

区内 ●高齢者
●乳幼児

高齢者
※高齢者以外のお
困りの方も受付

高齢者、障がい者
だけでなく、一般
の方も利用可

いずれかに該当す
る方
●65歳以上の方
●療育手帳をお持
ちの方
●精神障害者保健
福祉手帳をお持ち
の方
●身体障害者手帳
1，2級をお持ち
の方

費　用

あんしん会員
（入会金3,000
円、年会費2,000
円）
家事援助　30分
　　　　750円
身体介護　30分
　　　　850円
交通費　1回
　　　　300円

30分　300円
交通費1回　100
円
燃料費1㎞　30
円
その他は実費

内容により料金設
定

要問合せ 1h　650円
交通費実費

1h　600円
交通費　100円
市外交通費1㎞
　　　　　30円

要問合せ 3,500円～
4,000円

ごみ出し、給油
（1回）
100円
家周り手入れ、家
屋修繕（1回）
　　　　200円
除雪（1回）
　　　　500円

高齢者（1日）
　　　2,000円
（食事、入浴、送
迎は別途料金）
乳幼児（1h）
　　　　300円

見積無料（要相
談）

定期プラン（週1
回以上）
1h2,808円/回、
その他スポットプ
ラン

本体利用料（安否
確認センサー・ペ
ンダント型通報機
付き）
　月額　500円

備考
緊急時の宿泊も実
施している

再掲（５．高齢
者）

生活支援
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生活を支える仕組み

活動名、
団体名

中萱雪かき
支援隊

つばき薬局 猿田商店
えがお

（安曇野市社会
福祉協議会）

概要

独り暮らしの高齢
者宅、病気等で雪
かきが無理な方の
雪かき支援を行う

薬の調剤等 外出支援、配食
サービス、見守
り、安否確認

お座敷等の掃除、
外出の付添い、入
院中の洗濯や買い
物、食事介助、入
院・入所中の外泊
時支援、安否確認
の訪問など

日時

積雪10㎝を目
安に随時出動

月・火・木・金
曜日
午前8時45分か
ら午後6時30分
水・土曜日
午前8時45分か
ら午後1時

年中無休
（正月3が日を
除く）

月から金曜日
午前8時30分か
ら午後5時30分

場所
支援要請のあっ
た家の玄関先か
ら生活道路まで

安曇野市内 猿田商店内 安曇野市内

対象

●区内の独り暮ら
しの方
●高齢者、身体の
不自由な方

要問合せ 堀金田多井、三郷
小倉地区の高齢者

安曇野市社会福祉
協議会訪問介護事
業所をご利用する
方のみで、介護保
険の適応範囲外の
サービスを必要と
する方や入院・入
所中に生活援助を
必要とする方

費　用
補　助

無償 要問合せ 内容に応じて 身体介護・生活援
助
　30分　500円
　　　　＋
交通費　片道
　　　　150円

備考

生活支援
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生活を支える仕組み

活動名、
団体名

安曇野市社会
福祉協議会

福祉員
民生児童委員

安心コール
（安曇野市社会
福祉協議会）

機能訓練専門
デイサービス
きたえる～む

安曇野

安曇野市地域
見守り活動に

関する
連携協定

緊急通報
サービス

（安曇野市）

おはなし相手
ボランティア
（安曇野市社
会福祉協議

会）

下鳥羽
地区社協

熊倉地区社協

概要

「向こう三軒両
隣」の自然な関係
の中で、さりげな
い「見守り」、日
頃からの「声か
け」、そして何か
困りごとがあった
時に、社協支所へ
の「つなぎ役」と
なる

地域の見守りや訪
問活動、身近な相
談役として生活
上の心配ごとや困
りごとの相談に応
じる
支援が必要な場合
は専門機関へのつ
なぎ役になる

電話による話し相
手をすることによ
り独り暮らし高齢
者等の孤立感の解
消を図り、健康な
生活を確保する

地域見守り隊 安曇野市と活動
に賛同した団体
が相互に協力連
携し高齢者等の
緊急事態などに
迅速に対応する

家庭で安心して
暮らせるよう緊
急通報機器を設
置する
安否確認セン
サーの24h無反
応通報により受
信センターから
安否確認が入る

おはなし相手
ボランティアを希
望される方のお宅
や、施設にボラン
ティアが訪問し、
おはなし相手をし
ます。

地区社協役員が赤
飯と茶菓子を持参
し、寝たきり、独
り暮らしの高齢者
宅を訪問、本人や
家族から様子や
困っていることな
どをお聞きし問題
点を共有する

独り暮らし、70
歳以上高齢者宅を
訪問し激励
プレゼントを渡
し、元気づけと現
状把握を行う

日時

随時 随時 安心コール希望
者とボランティ
アの調整による

随時 機器設置後（要
申請）

月に1～2回
1.5h程度

年1回
敬老の日
午前9時から正
午

年1回
敬老の日
午前9時から正
午

場所
各隣組内 各担当地区 ボランティアの

自宅
送迎時 日常 自宅（シルバー

人材センターに
よる作業）

市内自宅あるい
は施設

下鳥羽地域 区内自宅

対象

隣組 地域住民 市内在住の70歳
以上の独り暮らし
及び高齢者世帯

高齢者 ●高齢者
●障がい者

いずれかに該当する
方
●65歳以上の方
●療育手帳をお持ち
の方
●精神障害者保健福
祉手帳をお持ちの方
●身体障害者手帳
1，2級をお持ちの方

どなたでも可 ●寝たきりの高齢
者
●独り暮らしの高
齢者

高齢者

費　用

なし なし 無料 なし なし 本体利用料（安否
確認センサー・ペ
ンダント型通報機
付き）
　　月額　500
円

無料 なし なし

備考

協定締結団体：安曇野
市、安曇野市医師会、安
曇野市歯科医師会、安曇
野薬剤師会、安曇野市在
宅医療連携推進協議会、
安曇野市区長会、安曇野
市民生児童委員協議会、
安曇野市社会福祉協議
会、安曇野市介護保険事
業所連絡協議会、NPO
法人JAあづみくらしの
助け合いネットワークあ
んしん、安曇野市内郵便
局、NPO法人コミュニ
ティーケアサポート、
（有）小林商事、（株）
長野環境システム、
（有）宗明会、（有）
ペーパー・シャワーズま
かせて安曇野、長野ダイ
ハツ販売（株）

再掲（５．高齢
者）

見守り

12



生活を支える仕組み

活動名、
団体名

市民相互の
支え合い

福祉員制度
防災・災害時の

支え合い
強化事業

総合相談支援体
制の構築

事業

まいさぽ安曇野
フードドライブ

事業

生活支援体制
整備事業

地域住民グループ
支援事業

（ふれあい・いき
いきサロン活動の

推進）

福祉学習
推進事業

認知症見守り
啓発事業

地域福祉を担う人
材の育成及び活動
支援事業（ボラン
ティアセンター運
営事業を含む）

概要

市民による見守
り、支え合い、助
け合いに関する活
動を社会福祉協議
会がノウハウ提
供、会議・研修
会・交流会の開
催、運営の相談対
応等により支援す
る

「向こう三軒両隣」の自
然な関係の中で、さりげ
ない「見守り」、日頃か
らの「声かけ」、そして
何か困りごとがあった時
に、社協支所への「つな
ぎ役」となる

社会福祉協議会主
催により、災害時
支え合いマップ作
り（研修会）を毎
年、各地域で開催
している
市総合防災訓練で
は社会福祉協議会
に講師を依頼し、
指定避難所の福祉
避難スペース設置
訓練を実施してい
る

社会福祉協議会の
支所が窓口（困り
ごとのつなぎ先）
となり、地域生活
課題の解決に対応
する
専門的支援のほ
か、市民の支え合
いや助け合いで解
決できる課題は市
民と一緒に解決に
あたる

社会福祉協議会の
まいさぽ安曇野が
主催し、地域の店
舗や高校生のボラ
ンティア等を募
り、食糧支援を通
じた支え合い、助
け合いを働きかけ
る
併せて、まいさぽ
安曇野の事業内容
を周知する

各地域に設置する
第2層協議体と生
活支援コーディ
ネーターの活動を
通して、支え合
い、助け合いにか
かる地域資源を把
握し、見える化す
るとともに市民の
生活支援に必要な
地域資源の開発や
活動支援に取り組
む

地域の皆さんの通
いの場、居場所、
支え合いの場、活
動の場等として市
民が主体となって
運営する
社会福祉協議会で
はサロンの立ち上
げ、担い手育成及
び活動の継続支援
を行う

誰もが幸せに暮ら
すことができるた
めに、支え合いや
助け合いを「我が
事」とするための
きっかけづくりと
して、社会福祉協
議会の職員が、学
校や地域で「学
び・考え・体験す
る」福祉学習の機
会を提供する

社会福祉協議会職
員が地域に出向
き、主に認知症サ
ポーター養成講座
を開催する
こうした啓発活動
により、認知症が
あっても安心して
暮らすことができ
る地域づくりを行
う

地域のニーズに即
したボランティア
の育成・支援を行
う
各種講座の開催に
よる人材の育成や
支え合い、助け合
いの活動を継続的
に支援する

日時

随時 随時 随時 随時 随時 随時 随時 随時 随時 随時

場所
安曇野市内 各隣組内 安曇野市内 安曇野市内 安曇野市内

穂高、三郷、堀
金、明科地域 安曇野市内 安曇野市内 安曇野市内 安曇野市内

対象

安曇野市民 隣組 安曇野市民 安曇野市民 食糧等提供
　安曇野市民

食糧等支援
　食料等支援が必
要な安曇野市民

安曇野市民 安曇野市民 市内学校
市内各区等

安曇野市民 安曇野市民

費　用
補　助

地区社協特別活動
事業配分金によっ
て、災害時住民支
え合いマップの新
規作成、更新（見
直し）に係る経費
を助成する
※配分金交付要綱
を策定中（令和２
年度4月施行予
定）

ふれあい・いきい
きサロン活動助成
金によって、サロ
ンの立ち上げ、運
営経費を助成する
※配分金交付要綱
を改定中（令和２
年度4月施行予
定）

・共同募金配分金
助成事業
市内で活動してい
る福祉・ボラン
ティア・市民活動
団体に助成
・ボランティアグ
ループ活動助成金
交付事業
社協に登録のある
ボランティアグ
ループに助成

備考

自主事業（第3期
地域福祉活動計
画）

自主事業（第3期地域福
祉活動計画）

自主事業（第3期
地域福祉活動計
画）

自主事業（第3期
地域福祉活動計
画）

自主事業（第3期
地域福祉活動計
画）

介護保険法
市委託事業（第6
期介護保険事業計
画）

市委託事業（第3
期地域福祉活動計
画）

自主事業（第3期
地域福祉活動計
画）

自主事業（第3期
地域福祉活動計
画）

自主事業（第3期
地域福祉活動計
画）
一部委託事業

社会福祉協議会（前掲を除く）
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障がい者福祉

事業名 移動支援事業
バス運賃の

割引
タクシー運賃

の割引
JR運賃の割引

航空旅客運賃
の割引

有料道路通行
料金の割引

障害者外出
支援利用券
（タクシー
券）の交付

腎臓透析利用
者通院支援事
業利用券（タ
クシー券）の

交付

腎臓透析治療
通院時の交通

費の助成

デマンド交通
（あづみん）
及び定時定路
線利用料減免

信州パーキ
ング・パー
ミット制度

ヘルプマーク ヘルプカード
駐車禁止規制
の適用除外

概要

社会生活上必要不
可欠な外出及び余
暇活動等社会参加
のための外出の際
の移動を支援する
（介護保険制度等
の利用が優先され
ます。）

バスの運賃が割引
となる

タクシー運賃が割
引となる

JR運賃が割引となる 航空会社の国内航
空運賃が割引とな
る

道路公団、道路公
社、自治体が管理
する高速道路及び
一般有料道路の通
行料金が割引とな
る

外出支援利用券
（タクシー券）
を交付する

腎臓透析利用者
通院支援事業利
用券（タクシー
券）を交付する

腎臓透析の通院
の際の交通費
（燃料代）を助
成する

デマンド交通
（あづみん）及
び定時定路線の
利用が減免とな
る

公共施設や店舗
など様々な施設
に設置されてい
る障がい者等用
駐車区画を適正
に利用するため
県内共通の「利
用証」を県が交
付する

外見からは分からな
くても援助や配慮を
必要としている人が
ヘルプマークを着用
することで、周囲の
人に配慮を必要とし
ていることを知ら
せ、援助を得やすく
するもの。

障がいのある人等が
災害時や日常生活の
なかで困ったとき
に、周囲に自己の障
がいへの理解や支援
を求めるためのも
の。

重度の障がい者の
運転する自動車等
に対し、駐車禁止
除外標章を交付す
る

対象

①身体障害者手
帳、療育手帳、精
神障害者保健福祉
手帳をお持ちの方
②「障害者の日常
生活及び社会生活
を総合的に支援す
るための法律施行
令」に掲げる特殊
の疾病である方
③自立支援医療
（精神通院）や特
別児童扶養手当、
精神障害により障
害年金を受給して
いる方
④医師による診断
書又は意見書によ
り利用が認められ
た方

身体障害者手帳、
療育手帳、精神障
害者保健福祉手帳
をお持ちの方

身体障害者手帳・
療育手帳・精神障
害者健康福祉手帳
をお持ちの方

身体障害者手帳または療育手帳をお持ち
の方

満12歳以上で、
身体障害者手帳、
戦傷病者手帳又は
療育手帳、精神障
害者保健福祉手帳
を交付されている
人とその介護者１
名

①身体障害者手帳
をお持ちの方が運
転する場合
②身体障害者手帳
をお持ちで、旅客
鉄道株式会社旅客
運賃減額欄が1種
の方、または療育
手帳A1、A2をお
持ちの方の介護者
が運転する場合

市内に住所を有
する在宅の方
で、身体障害者
手帳1～2級、療
育手帳A1また
はA2、精神障
害者保健福祉手
帳1～2級のいず
れかの手帳の交
付を受けている
方で自動車税、
軽自動車税の各
減免を受けてい
ない方

市内に住所を有
する在宅の透析
利用者で身体障
害者手帳の交付
を受けており、
タクシーによる
通院を必要とす
る方

市内に住所を有
する在宅の透析
利用者で身体障
害者手帳の交付
を受けており市
民税所得割非課
税の方

身体障害者手
帳、療育手帳、
精神障害者保健
福祉手帳のいず
れかの手帳をお
持ちの中学生以
上の方で、一人
で乗り降りがで
きるか、介護の
人が同乗し手利
用する場合

障がいのある
方、高齢の方、
妊婦の方など歩
行が困難な方

義足や人工関節を
使用している人、
内部障がいや難病
の人など、外見か
らは分からなくて
も援助や配慮を必
要としている人

障がい等があり、
周囲からの援助が
必要な人

長野県道路交通法
施行細則第2条に
より申請をし、指
定を受けた車両

割引額
交付額

等

普通乗車券
（単独又は介護者
とともに乗車する
場合）　　5割

定期乗車券
（単独又は介護者
とともに乗車する
場合）
各バス会社へ問い
合わせ

割引額　1割引
（県内適用）

※送迎回送料金、
高速料金、駐車料
金を除く

割引率　　5割（次のすべて）
（普通乗車券）
・第1種身体障がい者、第1種知的障がい者が
介護者とともに乗車する場合
・第1種・第2種身体障がい者、第1種・第2種
知的障がい者が片道100㎞を超える区間を単
独で乗車する場合
（定期乗車券）
・第1種身体障がい者、第1種知的障がい者が
介護者とともに乗車する場合
・12歳未満の第2種身体障がい者、第2種知的
障がい者が介護者とともに乗車する場合（12
歳未満の障がい児の場合は、介護者のみが割引
対象）
（回数乗車券・急行券）
・第1種身体障がい者、第1種知的障がい者が
介護者とともに乗車する場合
※私鉄もJRに準じた割引があり

航空会社が国内路
線ごとに設定

割引率　　5割 500円の利用券
を年間最大30枚
交付する
ただし、当該年
度の途中で利用
申請した場合
は、申請した月
から年度末まで
の月割りとなる

500円の利用
券を月あたり
10枚交付する
（年間最大
120枚）

ガソリン単価×
通院距離の1割×
通院回数の2分の
1
ただし、1か月当
たり5,000円を
限度とする

1回の利用料　大
人（中学生以
上）あづみん
300円
定時定路線200
円のところそれ
ぞれ100円

費　用

費用負担なし（交
通費等の実費は利
用者負担）

備考

①支給提供時間は
原則月20hが上限
②複数の障がい者
に対する同時支援
を行うグループ支
援もある
③通院、通年かつ
長期にわたる外出
（通学、通園、通
所等）、通勤、営
業活動等の経済活
動に係る外出、社
会通念上適当でな
い外出は対象外

障害者手帳を乗車
券販売窓口に提示
し購入するか、乗
降車時に運転手に
手帳を提示し割引
料金を支払う

相乗りの場合、障
がい者が乗車する
区間は割引対象

障害者手帳を提示して駅の窓口で乗車券
を購入する
大人の第1種障がい者と介護者が100㎞
以内の乗車券を購入する場合は、自動販
売機の小児用乗車券で代用できる（改札
で手帳を提示）

障害者手帳を航空
会社の窓口に提示
して航空券を購入
する

申請方法
障がい者ご本人の
障害者手帳と運転
免許証、登録する
自動車の車検証、
障がい者ご本人名
義のETCカード
（利用の場合）、
ETC車載器管理
番号がわかるもの
を用意し申請する

市の登録を受け
たものが運行す
るタクシー等

市の登録を受け
たものが運行す
るタクシー等

移動支援
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障がい者福祉

事業名
自動車改造費の助

成
自動車運転免許取

得の助成
通所・通園等推進

事業

身体障害者
補助犬飼育費

助成事業

概要

身体障害者が自動
車を運転するため
自動車の操向・駆
動装置等の一部を
改造する費用を助
成する

身体障害者手帳の
交付を受けている
方で自動車免許を
取得しようとする
方に取得費の一部
を助成する

心身障がい児者施
設に入所・通所し
ている障がい児者
の介護者を対象と
した自動車利用に
対する交通費を助
成する

身体障害者補助犬
の給付を受けた者
の経済的負担の軽
減を図るために、
補助犬の飼育費を
助成する

対象

①市内に居住し、
在宅で身体障害者
手帳の交付を受け
た方
②自動車運転免許
を取得し、かつ、
改造に係る自動車
検査済証の使用者
として登録されて
いる方
③前年の所得税額
が特別障害者手当
の所得制限を超え
ない方

①安曇野市に引き
続き6か月以上住
所を有する方
②身体障害者手帳
の交付を受け、次
のいずれかに該当
する方
・聴覚障害4級以
上
・音声機能、言語
又は咀嚼機能障害
・肢体不自由
③前年の所得税額
が8万円以下の世
帯に属する方

（県補助事業分）
①県内の心身障が
い者施設に入所す
る方の介護者
（市事業分）
②市内の居住地か
ら自家用車で児童
発達支援又は放課
後等デイサービス
を実施している施
設に通所・通園し
ている児童及び生
計を一にする方

市内に居住し、補
助犬の給付を受け
た者及び補助犬を
飼育する者で市長
が認めた者

割引額
交付額等

改造にかかった費
用（10万円を限
度）

取得費の3分の2
以内（10万円を
限度）

①帰省時に利用す
る有料道路の通行
料　2分の1
②通園及び通所等
で利用した自家用
車の燃料代　燃料
単価×距離×10
分の1×通園回数
×2分の1

月額3,000円

費　用

備考

申請から実績報告
提出までを、同一
年度内に完了しな
ければならない
（年度越えは不
可）

①教習所申し込み
前に申請が必要
②申請から免許取
得までを、同一年
度内に完了しなけ
ればならない（年
度越えは不可）

移動支援
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障がい者福祉

サービス

概要

居住系
サービス

居住系
サービス

居宅介護
（ホーム
ヘルプ）

重度訪問
介護

行動援護 同行援護
短期入所
（ショート
ステイ）

重度障が
い者等包

括
支援

療養介護

生活介護
（デイ
サービ
ス）

施設入所
支援

自立訓練
(機能訓練・
生活訓練)

就労移行
支援

就労継続
支援

就労定着
支援

自立生活
援護

共同生活
援助(グ
ループ

ホーム）

児童発達
支援

医療型児
童発達支

援

放課後等
デイサー

ビス

保育所等
訪問支援

居宅訪問
型児童発
達支援

概要

自宅で入浴
や排せつ、
食事などの
介助を行う

重度の障が
いがあり常
に介護が必
要な方に、
自宅で入浴
や排せつ、
食事などの
介助や外出
時の移動の
補助を行う

知的障がい
や精神障が
いにより行
動が困難で
介護が必要
な方に行動
する時必要
な介助や外
出時の移動
支援を行う

重度の視覚
障がいによ
り移動が困
難な方に、
外出時に同
行して移動
の支援を行
う

家で介護を
行う方が病
気などの場
合に、施設
へ短期間宿
泊し食事や
入浴等の支
援を行う

介護が必要
な程度が非
常に高いと
認められた
方に、居宅
介護などの
障がい福祉
サービスを
包括的に提
供する

医療の必要
な障がい者
で常に介護
が必要な方
に、医療機
関で機能訓
練や療養上
の管理、看
護、介護や
世話をする

常に介護が
必要な方
に、施設で
入浴や排せ
つ、食事の
介護や創作
的活動など
の機会を提
供する

施設に入所
する方に、
入浴や排せ
つ、食事の
介護などを
行う

自立した日
常生活や社
会活動がで
きるよう、
一定の期間
身体機能や
生活能力向
上のために
必要な訓練
を行う

就労を希望
する方に、
一定の期間
生産活動や
その他の活
動の機会の
提供、知識
や能力の向
上のための
訓練を行う

通常の事業
所で働くこ
とが困難な
方に、就労
の機会の提
供や生産活
動その他の
活動の機会
の提供、知
識や能力の
向上のため
の訓練を行
う

就労移行支
援等を利用
して一般就
労へ移行し
た障がい者
に対して、
就労に伴う
生活面の課
題に対応で
きるよう、
事業所・家
族等との連
絡調整等の
支援を行う

グループ
ホーム等を
利用してい
た者で一人
暮らしを希
望する障が
い者に対
し、一人暮
らしに必要
な理解や生
活力を補う
ために、定
期的な居宅
訪問や随時
の対応によ
り必要な支
援を行う。

地域で共同
生活を営む
方に、居住
における相
談や日常生
活上の援助
を行う

未就学の障
がい児に対
して、日常
生活におけ
る基本的動
作の指導、
集団生活へ
の適応訓
練、その他
の必要な支
援を行う

未就学の障
がい児（上
肢・下肢ま
たは体幹の
機能に障が
いのある児
童）に児童
発達支援及
び治療を行
う

学校在学中
の障がい児
に対して、
放課後や休
日、夏休み
等の長期休
暇中におい
て、生活能
力向上のた
めの訓練、
社会との交
流の促進そ
の他必要な
支援を行う

保育所等に
通う障がい
児を対象
に、事業所
職員が保育
所等へ訪問
し、集団生
活への適応
のための専
門的な支援
等を行う

重度心身障
害者等の重
度の障害に
より外出が
著しく困難
な児童児に
対して、居
宅を訪問
し、児童発
達支援を行
う

対象者

費用負担

備考

名称

介護給付サービス

障害支援区分が一定以上の方に、生活上または療養上の必要な介護を行う

障害者自立支援給付 障害児通所支援

訓練等給付サービス

身体的または社会的なリハビリテーションや、就労につながる支
援を行う

サービス利用の流れ
①相談・申請　　②心身の状況に関する80項目の調査(認定調査）　　③障害支援区分のコンピューター判定(一次判定）
④障害支援区分の審査・認定(二次判定）（介護給付利用の場合のみ）　　⑤サービス等利用計画(案）の作成　　⑥サービス担当者会議
⑦支給決定・受給者証の交付　　⑧サービス提供事業者との契約　　⑨サービス利用開始

サービス利用の流れ
①相談・申請　　②5領域11項目の調査（現況調査）

③サービス等利用計画（案）の作成　　④サービス担当者会
議　　⑤支給決定・受給者証の交付　　⑥サービス提供事業

者との契約　　⑦サービス利用開始

児童福祉法に基づき、18歳未満の障がい児に対して
生活能力の向上や、集団生活への適応、社会との交流

促進等の療育訓練を行う支援

日中活動系サービス

障害支援区分が一定以上の方
身体障がいのある児童、知的障がいのある児童、発達障がいのある

児童、精神障がいのある児童、難病の児童等

利用者及び配偶者（児童の場合は同一世帯員）の市民税の課税の有無、本人収入額により自己負担額が決定される
利用児と同一世帯員の市民税課税の有無、収入額により自己

負担額が決定される

訪問系サービス 日中活動系サービス
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障がい者福祉

事業名
日中一時
支援事業

タイムケア事業
家族介護用品購

入助成事業
手話通訳者・要
約筆記者の派遣

入浴料金割引券
の交付

住宅整備事業
県営住宅の
優先入居

概要

在宅の障がい児者を介
護者（保護者）が一時
的に家庭において介護
できないとき、市が委
託契約している事業所
等が日中活動の場を提
供し、見守り・訓練等
を行う

在宅の障がい児者を介
護者（保護者）が一時
的に家庭において介護
できないとき、事前に
登録しておいた介護者
（隣人や知人又は指定
された民間福祉団体
等）が見守り、預かり
を行う

在宅の重度の障がい者
を介護している人に、
介護用品購入費用の一
部を助成する

聴覚障がい者の円滑な
コミュニケーションを
図り、その自立と社会
参加の促進に資するた
め、意思疎通を支援す
る手話通訳者、要約筆
記者を派遣する

入浴料金割引券を交付
する

重度の身体障がい者が
日常生活の一部を自力
で行えるよう浴室、台
所、便所、洗面所、玄
関、階段、手すりの取
り付け、床段差の解消
等を整備改善する場
合、県の補助事業に基
づき補助金を交付する

障がい者又は障がい者
と同居する世帯は、県
営住宅へ優先入居や家
賃の減免が受けられる
場合がある
障がい者向け公営住宅
もある

対象者

安曇野市に住所を有
し、次のいずれかに該
当する方
①身体障害者手帳、療
育手帳、精神障害者保
健福祉手帳をお持ちの
方
②「障害者の日常生活
及び社会生活を総合的
に支援するための法律
施行令」に掲げる特殊
の疾病である方
③自立支援医療（精神
通院）や特別児童扶養
手当、精神障がいによ
り障害年金を受給して
いる方
④医師による診断書又
は意見書により利用が
必要と認められた方

重症心身障がい者
（児）、知的障がい者
（児）、身体障がい
児、重度身体障がい
者、精神障がい者

市内に住所を有する在
宅で紙おむつ等を使用
している下記のいずれ
かに該当する人（３歳
以上に限る）を介護し
ている人
・特別障害者手当が支
給されている人
・要介護3以上の人
・下肢機能１～２級又
は体幹機能１～３級の
身体障害者手帳（手帳
等級１・２級に限る）
・療育手帳A１の人

市内に住所を有する、
身体障害者手帳の交付
を受けた、聴覚障がい
者及び音声・言語機能
障がい者

申請年度の4月1日時
点において市内に住所
を有する69歳以下の
方で次のいずれかの手
帳の交付を受けている
方
①身体障害者手帳1～
3級
②療育手帳
③精神障害者保健福祉
手帳

※申請時点で有効期限
等が切れている場合は
更新後に申請可能とな
る
※70歳以上の方へは
別途交付

身体障害者手帳1～3
級で65歳未満の方
※前年分の所得税額の
合計額が世帯全体で8
万円以下であること

身体障害者手帳1～4
級、知的障がいA1 ～
B1、精神障害者保健
福祉手帳1～2級

費用負担
食費等は利用者の
実費負担となる

食費等は利用者の
実費負担となる

交付

1,000円の購入
助成券を月当たり
1枚交付（年間最
大12枚）

200円の利用券
を12枚交付
（内6枚は同伴者
使用可）

補助限度額63万
円

備考

券の使用は市が指
定した取扱業者に
限る

使用範囲
市内の入浴施設

対象外
新築、増改築

在宅生活の支援
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障がい者福祉

事業名

ハローワーク松
本（松本公共職

業
安定所）

公共職業訓練 職場適応訓練
障がい者雇用支

援
障害者就業・生
活支援センター

子ども発達支援
相談室（あづ

みっこサポート
ルーム）

障がい者虐待に
関する相談（通

報）

障がい者（児）
相談支援事業

成年後見に
関する相談

心の電話相談
自閉症・発達障
がいに関する

相談

ひきこも
りの
相談

概要

障がい者雇用の総合窓
口として、障がい者の
ための窓口を設置して
いる

障がい者の就職を容易
にし、職業の自立を図
るため必要な技能を養
成開発等の訓練を行う

作業環境に適応するこ
とを容易にするため、
知事が事業主に委託し
て訓練を実施する

比較的重度の知的障が
い者や、一般就労した
ものの職場に定着する
ことが困難な継続的支
援を必要とする障がい
者の職業的自立を図る
ため、通所の職業準備
訓練、事業所での作業
実習などにより、労働
習慣を身につけるとと
もに、就職や職場定着
に至るまでの相談・援
助を行う

就業支援ワーカーを配
置し、障がいのある方
の就業や職業定着支援
を行う

発達に心配がある子ど
もの早期発見と早期支
援、成長に合わせた途
切れることのない支援
を行う
家族が感じる子育ての
悩みや子ども本人が抱
える悩みの相談に応じ
る

「障害者虐待の防止、
障害者の養護者に対す
る支援等に関する法
律」では、何人も障が
い者に対し、虐待をし
てはならないと規定。
虐待を受けたと思われ
る障がい者を発見した
人は、市町村への通報
義務がある。

障がい者（児）やその
家族からの生活相談や
療育相談等に応じ、情
報の提供及び助言、福
祉サービスの利用支援
等、必要な支援を行う
とともに、障がい者
（児）の権利擁護のた
めの援助を行う

安曇野市等2市5村の
支援により開設してい
る成年後見支援セン
ターかけはしにおい
て、成年後見制度等に
関する相談に常駐の社
会福祉士等が応じる

長野県精神保健福祉セ
ンターで、精神障がい
に関する電話相談を行
う

長野県発達障害者支援
センター（長野県精神
保健福祉センター内）
で行う

ひきこもり
の状態（学
校・仕事な
どの社会的
交流を避
け、6ヶ月
以上家庭に
留まり続け
ている状
態）にある
本人・家族
支援を行う

対象者

障がい者 障がい者 障がい者 比較的重度の知的障が
い者や、一般就労した
ものの職場に定着する
ことが困難な継続的支
援を必要とする障がい
者

障がい者 0歳～18歳の発達に
心配のある子どもとそ
の家族

虐待を受けた疑いのあ
る障がい者
虐待を受けた障がい者

障がい者、またはその
家族

成年後見制度に関する
相談希望者

精神障がいに関する相
談希望者

自閉症・発達障がいに
関する相談希望者

おおむね15
～64歳のひ
きこもりの
状態にある
本人・家族

負担

職業準備訓練及び職場
実習に関わる費用は無
料
交通費及び昼食は自己
負担

無料

手当

公共職業安定所長
の受講指示を受け
た方に、訓練手当
を支給

訓練を受ける障が
い者に訓練手当を
支給

備考

職種により1か月
から2年

原則として6か月
（重度障がい者は1
年）以内
短期職場適応訓練
は原則として2週間
（重度障がい者は4
週間）以内

原則として6か月
から1年

月～金曜日（祝
日・年末年始は除
く）
午前8時30分か
ら午後5時15分

虐待を受けた障が
い者自身が通報窓
口に届け出ること
も可
通報を受けた市町
村は、事実確認を
行い、障がい者の
保護及び養護者の
支援を行う

事業の具体的内容
①福祉サービスの
利用援助（情報提
供、相談等）
②社会資源を活用
するための支援
③社会生活力を高
めるための支援
④権利擁護のため
に必要な援助
⑤専門機関の紹介
⑥障がい者（児）
を支えるネット
ワークの構築

相談内容
成年後見制度につ
いて、成年後見人
等を受任されてい
る方の支援、法人
後見の受任

月～金曜
日（祝
日・年末
年始は除
く）
午前9時
～午後4
時

就労 相談
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健康推進

事業名
母子・子育て

相談窓口
母子健康手帳

の交付
妊婦一般健康

診査
パパママ相談 妊婦歯科健診 産婦健康診査

産後ケア
（宿泊型）

母乳相談等助
成事業

新生児、
　　産婦訪問
低出生体重時
　　　の届出
及び未熟児

　　訪問指導

育児教室
乳児一般健康

診査
離乳食教室

４か月児健康
診査

10か月
児健康相

談

目的

様々な相談や支
援を切れ目なく
提供すること
で、安心して出
産・育児ができ
る

妊婦の健康管理
に役立てる
また、アンケー
トを実施して、
妊婦の健康状態
を把握し早期に
必要な支援を行
う

妊婦の健康管理
のために、受診
票を交付し
安心して健診が
受けられるよう
に支援する
健診の結果によ
り適切な支援を
する

妊娠中の健康状
態を把握し、出
産、育児に対す
る不安を軽減で
きるよう支援す
る

妊娠中は、身体
の変化により歯
科疾患にかかり
やすい時期であ
ることから、妊
婦の口腔の健康
保持・増進及び
異常の早期発見
を図る

産後うつの早期
発見と支援を行
うため、出産後
間もない時期の
産婦に対する健
康診査の費用を
助成する

出産後の育児不
安の軽減を図る

出産後の育児不
安の軽減を図る

母子の健康状態を
把握し、適切な支
援を行う
育児環境を把握す
るとともに、母親
の育児を支援して
育児に関する不安
を軽減し、虐待の
予防を図る

育児に関する情
報を提供し不安
の軽減に努める
仲間づくりをし
て母親同士の交
流を図る

乳児期の健康管理
のために、受診券
を交付し安心して
健診が受けられる
ように支援する
健診の結果により
適切な支援をする

児の発育発達に
あった離乳食の
形態や口腔機能
等について学
び、実践できる
よう支援する。

母子の健康状態を
把握し、月齢に
あった支援を行う
育児に関する情報
を提供して、個々
に応じた適切な支
援に努め、育児不
安を軽減する

母子の健康
状態を把握
し、月齢に
あった支援
を行う
育児に関す
る情報を提
供して、
個々に応じ
た適切な支
援に努め、
育児不安を
軽減する

対象者

妊産婦及び乳幼
児並びにその保
護者

妊婦 妊婦 妊婦とその家族 妊婦 産婦 お産による退院
後120日以内の
母子

産後１年未満以
内の産婦

全新生児および
産婦

２～３か月児と
保護者

乳児 ６～７か月児と
保護者

４か月児と保護
者

10か月児
と保護者

内容

実態把握、相
談、助言並びに
保健指導、支援
方法の検討、関
係機関との連携

母子健康手帳の
交付
アンケート実施

妊婦一般健康診査
受診票の交付
基本健診14回・追
加検査（初回血液
検査・子宮頸がん
検査・血算・血
糖・GBS検査・ｸﾗ
ﾐｼﾞｱ検査・超音波
検査4回）
助産院での健診に
ついて、基本健診
委託契約で実施す
る
里帰り出産につい
ては、申請により
扶助する

訪問または来所
等にて妊婦の健
康状態の把握、
保健指導

歯科健診、歯科
相談

産婦健康診査受
診票の交付
健康診査内容：
問診、診察、体
重・血圧測定、
尿検査、エジン
バラ産後うつ病
質問票
（EPDS）など

医療機関又は助
産所で母体の管
理や育児指導を
行う産後ケアに
対して市が助成
する

医療機関又は助
産所で母体の管
理や育児指導を
行う母乳相談等
に対して市が助
成する

家庭を訪問し保
健指導を行う
産婦へ産後うつ
に関する質問票
を用いて個別支
援を行う
（こんにちは赤
ちゃん事業と同
時実施）
低出生体重児届
の受理

育児全般に関す
る話
ベビーマッサー
ジ
ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ事業
説明

乳児一般健康診
査票の交付（育
児教室通知に同
封）

離乳期の話（調
理実習・試食）
口腔の発達につ
いての話

問診、身体計
測、内科診察、
発達相談、栄養
相談、歯科相
談、育児相談、
ブックスタート

問診、身体
計測、発達
相談、栄養
相談、歯科
相談、育児
相談

実施時
期及び
回数

随時 随時 妊娠期 随時 通年
概ね産後２週
間および１か
月時

母または児が
退院後120日
以内

６泊７日まで
利用料の８割
を助成

産後１年未満
以内

2,000円の助
成券２枚交付

随時
月2回
穂高保健セン
ターで実施

3か月～誕生日
の前日までの
間に1回

月2回
穂高保健セン
ターで実施

月3回
豊科・穂高・
三郷保健セン
ターで実施

月3回
豊科・穂
高・三郷
保健セン
ターで実
施

備考 母子保健法 母子保健法 母子保健法 母子保健法 母子保健法 母子保健法
母子保健医療
対策総合支援
事業

母子保健医療
対策総合支援
事業

母子保健法 母子保健法 母子保健法 母子保健法 母子保健法
母子保健
法

母子保健事業
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健康推進

事業名
１歳６か月児

健康診査
２歳児健康

相談
３歳児健康

診査
乳幼児訪問

指導
母乳・育児

相談
乳幼児クリ

ニック
育児支援相談

認定こども園等
視力検査

親子歯科教室
認定こども園等
歯科健康診断

フッ化物洗口 学校歯科保健指導
不妊・不育症
治療費助成

未熟児養育
医療

目的

母子の健康状態を
把握し、年齢に
あった支援を行う
育児に関する情報
を提供して、個々
に応じた適切な支
援に努め、育児不
安を軽減する

母子の健康状態を
把握し、年齢に
あった支援を行う
育児に関する情報
を提供して、個々
に応じた適切な支
援に努め、育児不
安を軽減する

母子の健康状態を
把握し、年齢に
あった支援を行う
育児に関する情報
を提供して、個々
に応じた適切な支
援に努め、育児不
安を軽減する

乳幼児の健康状
態（発育・発
達）を把握し、
継続的な支援を
行い、育児不安
を軽減する。

各専門スタッフに
よる相談により育
児に関する様々な
不安の軽減を図る
乳幼児健診･健康相
談後の経過観察の
場として、発育・
発達について適切
な支援を行う

乳幼児の発育・発
達に関して、専門
医（小児科医）に
よる診察を行い、
適切な支援に繋げ
る
療育に関して、専
門職のよる相談の
場として、育児不
安の軽減に努める
とともに、適切な
支援を行う

児とのかかわり
方等の支援を通
して育児不安の
軽減に努める

幼児の斜視、弱
視の早期発見

低年齢から発症
するう蝕の予
防・保護者へ歯
周疾患の周知

歯科疾患の早期
発見

幼若永久歯のう
歯予防

口腔疾患やその
予防方法の情報
提供、セルフケ
ア技術の習得

不妊・不育症治
療を行っている
夫婦の経済的負
担の軽減を図る

未熟児等入院養
育が必要な乳児
にかかる医療費
の負担を軽減す
る

対象者

１歳６か月児と
保護者

２歳児と保護者 ３歳児と保護者 乳幼児及び保護
者

妊婦
乳幼児及び保護
者

各健診等での経
過観察児

妊婦
乳幼児の保護者

年中児
転入の年長児

２歳8か月児及び
保護者

０～５歳児 年長児～中学生 小学生、中学生 不妊・不育症治
療を受けている
夫婦

2,000g未満及び
医師が入院養育
を必要と認めた
乳児

内容

問診、身体計
測、内科診察、
歯科診察、発達
相談、栄養相
談、歯科相談、
育児相談、
フッ化物塗布
（う歯保有者）

問診、身体計
測、発達相談、
栄養相談、歯科
相談、育児相談
セカンドブック

問診、身体計
測、視力検査、
尿検査、内科診
察、歯科診察、
発達相談、栄養
相談、
歯科相談、育児
相談

乳幼児の健康状
態（発育・発
達）及び育児環
境の把握、保健
指導

身体計測、発達
相談、栄養相
談、歯科相談、
育児相談、母乳
相談（母乳相談
は予約制）

診察、計測、発
達相談、育児相
談、栄養相談、

カウンセリング
の資格を持つ相
談員による育児
相談、発達相談

視力測定、屈折
検査、眼位検査

児：歯科健診・
個別相談・フッ
化物塗布
保護者：唾液検
査（歯周病）、
個別相談

歯科健診、歯科
指導

0.05％、0.2％
フッ化物ナトリ
ウム溶液を5～
7cc用い、
週5回又は週1
回、１分間のう
がいする。

歯科保健指導 1年度あたりの不
妊・不育症治療
に要する医療費
の自己負担額
の２／３、３０
万円を限度に助
成する。

対象児の医療費
を市が医療機関
に支払う
保護者は世帯課
税状況に応じ
て、その治療費
の一部を負担す
る

実施時
期及び
回数

月3回
（豊科・穂高・
三郷保健セン
ターで実施）

月3回
（豊科・穂高・
三郷保健セン
ターで実施）

月3回
（豊科・穂高・
三郷保健セン
ターで実施）

随時

月４～5回
豊科・穂高・三
郷保健センター
で実施

毎月１回
穂高保健セン
ターで実施で実
施

月1回
穂高保健セン
ターで実施

6～10月
２2園実施

月２回
豊科・穂高保健
センターで実施

年2回
認定こども園等

通年 通年
年１回助成し、
通算して５回を
限度

入院日から医療
終了見込み日ま
で
但し、1歳の誕
生日の前々日ま
でが上限

備考 母子保健法 母子保健法 母子保健法 母子保健法 母子保健法 母子保健法 母子保健法 母子保健法 母子保健法 保育所保育指針
安曇野市実施要
綱

学校保健安全法
安曇野市不妊・
不育症治療費助
成金交付要綱

安曇野市未熟児
養育医療給付事
業実施要綱
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健康推進

事業名
健康増進法対象

者
健康診査

特定健康診査
後期高齢者

健診

血管健診
（特定健診後の二次

健診）

微量ｱﾙﾌﾞﾐﾝ尿
検査

（特定健診後の二次
健診）

若年者健診 胃・大腸検診 肺がんＣＴ検診 乳房超音波検診 マンモグラフィ検診 子宮頸がん検診 結核検診
骨粗しょう症

健診
成人歯科健診
(歯周疾患検診)

特定健康
診査時の
歯科保健

指導

目的

メタボリックシン
ドローム該当者及
び予備群の抽出
 循環器疾患等生活
習慣病の早期発見

メタボリックシン
ドローム該当者及
び予備群の抽出  循
環器疾患の早期発
見

生活習慣病の早期
発見

動脈硬化性血管病
変の早期発見と生
活習慣改善の動機
づけ

糖尿病性腎症の早
期発見、受診勧奨

生活習慣病の予防
と早期発見

胃・大腸がんの早
期発見

肺がんの早期発見 乳がんの早期発見 乳がんの早期発見 子宮頸がんの早期
発見

結核の早期発見 骨粗しょう症早期
発見

歯科疾患の早期発
見と予防

歯科疾患の
重症化予防

対象者

40歳以上の医療保
険未加入者

35歳以上74歳以
下国保・生活保護
世帯者

後期高齢者医療加
入者

特定健診受診者で
ハイリスク者

特定健診受診者で
ハイリスク者

20～39歳 35歳以上 35歳以上 30歳以上 40歳以上 20歳以上 65歳以上 40歳、45歳、50
歳、55歳、60
歳、65歳、70歳
の女性

40歳、50歳、60
歳

特定健康診
査等受診者
(ハイリスク
者)のうち希
望査

内容

頸動脈超音波検
査・血圧脈波検
査

微量ｱﾙﾌﾞﾐﾝ尿検
査

身体計測・血
圧・尿・血液検
査・心電図・問
診・内科診察・
保健指導・歯科
健診・歯科相談
等

胃検診：胃の
エックス線検査
大腸検診：便潜
血反応検査（2日
法）

エックス線を
使った胸部のコ
ンピュータ断層
撮影検査

超音波による乳
房の検査

乳房のエックス
線検査

診察、子宮頸部
の細胞診

胸部のエックス
線検査

超音波による骨
密度測定
栄養相談

歯科健診、歯科
保健指導

歯科保健指
導

実施時
期及び
回数

１月　2日間
穂高保健セン
ターで実施

保健指導実施に
合わせて随時実
施

11月　３日間
穂高保健セン
ターで実施

5月～8月
　25日間
各保健センター
を含む市内5会
場で実施

8月　8日間
豊科・穂高・三
郷保健センター
で実施

10月～11月
13日間
豊科・穂高・三
郷保健センター
で実施

6月～2月
市内指定医療機
関で実施

6月～2月
市内指定医療機
関で実施

9～10月
17日間市内89
会場で実施

９月　2日間
穂高保健セン
ターで実施

５月～12月
市内指定医療機
関で実施

６月17～
12月の
15日間
特定健康
診査当日
に実施

備考 健康増進法 健康増進法 健康増進法 健康増進法 健康増進法 健康増進法 健康増進法 感染症法 健康増進法 健康増進法
健康増進
法

成人保健関係

集団健診：身体計測・血圧・尿・血液検査・心電図・
問診・内科診察等（必要な人のみ）眼底
個別健診：身体計測・血圧・尿・血液検査・心電図・
問診・内科診察等

集団健診
６月17～7月30日の5日間
　　　穂高保健センター　　2日
　　　豊科保健センター　　2日
　　　明科保健センター　　1日
11～12月の10日間
　　　堀金公民館又は堀金保健センター
個別健診
６月～２月　市内実施機関で実施
＊ただし、医療保険未加入者は12月まで

高齢者の医療の確保に関する法律
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健康推進

事業名
肝炎ウイルス

検診
特定保健指導

特定健診後
保健指導

若年者健診後
保健指導

高齢者の保健
事業と介護予
防の一体的実

施事業

個別運動指導

生活習慣病予
防運動教室

（経験者コース）
（初心者コース）

訪問指導
健康相談
(随時）

こころの健康
を考えるつど
い（ゲート

キーパー研修

相談・訪問
骨髄バンクド

ナー助成
食生活改善
推進協議会

健康づくり
推進員会

目的

B型、C型肝炎の早
期発見

メタボリックシン
ドローム予防のた
めの生活習慣改善
指導

健康課題の明確化
と高齢者に対する
低栄養防止、重症
化予防

個々の体力・筋
力・身体の状態に
応じた運動プログ
ラムを提供し、生
活改善を支援し、
運動習慣の定着を
目指す

生活習慣病重症化
予防のため、生活
改善が図れるよう
に定期的な運動支
援を行う

疾病予防及び心身
の機能低下防止及
び健康増進

健康づくり及び疾
病予防のための生
活相談

精神保健への理解
を深め、心の健康
を考える機会とす
る。また、自殺対
策を支える人材を
育成する。

精神疾患、在宅生
活全般への相談指
導

骨髄ドナーの負担
を軽減し、必要と
する方が骨髄等の
移植を受けられる
ようにする

会員自らが健康づ
くりの実践者とな
り、家庭や地域の
食生活改善を中心
とした健康増進を
推進する

健康づくり推進
員自らが健康意
識を高め、地域
の健康づくりを
推進する

対象者

40歳の者又は41
歳以上で今までに
肝炎検診を受けた
ことがない者

特定保健指導該当
者

74歳以下の特定健
診健康診査受診者
のうち該当者

若年健診受診者の
うち該当者

後期高齢者等 特定健診後保健指
導対象者等で必要
な者
集団での運動が困
難な者

特定保健指導対象
者であり、高血糖
状態(HbA1C6.5
～8.0)又はメタボ
リックシンドロー
ム該当者

心身の状況や生活
環境上、保健指導
が必要とされた６
４歳以下の者

市民 市民 精神疾患を持つ本
人、家族

骨髄等の提供を完
了したドナー及び
ドナーが勤務して
いる事業所

会員及び市民 推進員及び市民

内容

HCV抗体検査
HBｓ抗原検査

健診結果で階層
化後、支援レベ
ルに応じての個
別支援により特
定保健指導を行
う

保健指導を積極的
に行う必要がある
場合に個別支援を
行なう

重症化ハイリスク
者対象者（未治療
者）
血圧Ⅱ度以上、
LDL180以上（男
性）、心房細動異
常あり

糖尿病性腎症重症
化予防対象者
空腹時血糖126㎎
/dl以上又は
HbAic6.5％以上
の未治療者、治療
中メタボリックシ
ンドロームのＨｂ
Ａ1ｃ6.5％以上又
は空腹時血糖126
㎎/dl以上かつ尿蛋
白（+）以上、治療
中メタボリックシ
ンドロームのＨｂ
Ａ1ｃ8.0％以上

メタボ該当者
特定保健指導に
準ずる者
中性脂肪　300
以上、LDL
140以上、
血圧Ⅰ以上
尿酸7.1以上、
HbA1c6.5以
上、
尿蛋白+以上、
eGFR60未満
血色素男性12.0
以下、女性11.0
以下
尿潜血＋以上

特定健診・後期
高齢者健診結果
や国保データ
ベース等に基づ
き地域の健康課
題の分析及び健
康課題の明確化

分析結果から優
先的に保健指導
を実施する対象
者を抽出し、個
別の保健指導を
実施

地域の通いの場
等における高齢
者の保健指導を
実施

健康運動指導士
による運動実践
指導
活動量計データ
に基づいた活動
量増大支援（分
析）

ストレッチ・筋
トレ・有酸素運
動などのトレー
ニングメニュー
の紹介と実践
目標管理シート
とトレーニング
記録表に基づい
た個別指導

保健師、歯科衛
生士、管理栄養
士等専門職によ
る在宅療養に関
する指導

保健師・管理栄
養士・歯科衛生
士・健康運動指
導士による相談
等

心の健康づくり
及び自殺対策を
支える人材育成
を目的とした講
演会等

保健師、福祉担
当者等による相
談等

〇ドナー助成：
入院・通院・面
談１人１日あた
り２万円（10日
間を上限）
〇事業所助成：
入院・通院・面
談１人１日あた
り１万円（10日
間を上限）

健全な食生活を
実践できるよう
に、食生活改善
推進員が地域の
方に健康増進に
向けた料理、食
の知識の伝達を
行う

各区から選出
された健康づ
くり推進員自
らが学習を深
め、地区活動
として各区で
健康づくりを
目的とした活
動を行う

実施時
期及び
回数

特定健診（集
団）時または
11～12月の
８日間
豊科・穂高保
健センターで
実施

健診終了後か
ら実施

6月頃～随時実
施

随時
４月～３月
豊科保健セン
ター

訪問指導計画
に基づき実施

随時 年1回 随時 随時 随時 随時

備考 健康増進法
高齢者の医療
の確保に関す
る法律

高齢者の医療
の確保に関す
る法律

健康増進法 健康増進法 健康増進法 健康増進法

精神保健福祉
法
自殺対策基本
法

精神保健福祉
法

安曇野市骨髄
バングドナー
助成事業助成
金交付要綱

食育基本法
食育推進関係
団体

安曇野市健
康づくり推
進員設置要
綱

成人保健関係

疾病予防及び重症化の予防

随時

健康増進法

関係団体
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健康推進

事業名

目的

内容

・インフルエンザ
菌ｂ型（Ｈｉｂ）
１～４回

・小児用肺炎球菌
１～４回

・４種混合予防接
種
(ジフテリア・百日
咳・破傷風・不活
化ポリオ)
　　１期（初回３
回、追加１回）
  　 ２期１回ＤＴ
ワクチン（ジフテ
リア・破傷風）

・ＢＣＧ（結核）
１回

・ＭＲ混合（麻し
ん・風しん）
   １期（１回）、
２期（１回）、５
期（１回）

・日本脳炎
  １期（初回２回、
追加１回）　２期
（１回）

・子宮頸がん
３回

・高齢者インフル
エンザ　　１回
※６５歳以上 高齢
者
※６０歳以上６５
歳未満で、該当す
る人

・高齢者肺炎球菌
対象年齢時に生涯
１回接種
※６５歳
※６０歳以上６５
歳未満で、該当す
る人
※70・75・80・
85・90・95・
100歳

・水痘　２回接種 ・Ｂ型肝炎　３回
接種

成人男性の風しん
（MR混合）１回※
昭和37年4月2日
から昭和54年4月
1日に生まれた人
で、抗体検査を実
施した結果、抗体
が不十分な人（３
か年計画で段階的
に行う）

・ロタウイ
ルス
１価２回
５価３回

・造血細胞
移植後のワ
クチン再接
種費用助成

対象者

20歳未満
の市民
※ワクチン
再接種が必
要と医師が
認めた方

実施時
期

通年 通年 通年 通年 通年 通年 通年
１０月～１２
月頃の予定

通年 通年 通年 通年 通年 通年

備考

５期は、最初
に抗体検査を
受け、抗体検
査の結果、抗
体が不十分と
判定された方
のみ接種

現在積極的接
種勧奨の一時
差し控えをし
ているため、
希望者のみ接
種

10月1日
から実施
（対象者
は令和２
年８月生
まれ以降
の者）

予防接種事業

定期予防接種

感染症の予防

予防接種法に定められた対象者
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子育て支援

事業名
出産育児

一時金直接
支払制度

産婦健康診査
産後ケア事業
（宿泊型）

母乳相談等
助成事業

新生児等家庭
訪問

乳児一般健康
診査

乳幼児健康
診査・相談

予防接種
母乳・育児

相談
育児教室・
離乳食教室

親子歯科教室
母子・子育て

相談窓口

対象者

出産後の家族 産婦 お産による退院
後120日以内の
母子

産後１年未満以
内の産婦

新生児等とその保
護者

乳児 乳幼児と保護者 予防接種法に定め
られた対象者

乳幼児と保護者 乳児と保護者 2歳8か月児と保護
者

妊産婦及びに乳幼
児並びにその保護
者

内容

出産育児一時金
として支給され
る金額（加入し
ている保険や分
娩内容等により
異なる）を限度
に、保険者から
直接、医療機関
等へ支払うこと
により、被保険
者の一時的な窓
口負担を軽減す
るための制度
医療機関等で申
請を行う
直接支払制度を
利用しない場合
は、出産する方
が加入している
保険に申請を行
う必要があるの
で、社会保険の
方は勤務先の社
会保険担当者
へ、国民健康保
険の方は各支所
地域へ問い合わ
せいただく

産婦健康診査受
診票の交付
健康診査内容：
問診、診察、体
重・血圧測定、
尿検査、エジン
バラ産後うつ病
質問票
（EPDS）など

医療機関又は助
産所で母体の管
理や育児指導を
行う産後ケアに
対して市が助成
する

医療機関又は助
産所で母体の管
理や育児指導を
行う母乳相談等
に対して市が助
成する

出生後すべての
家庭に、保健師
（助産師）が訪
問し、体重測定
や育児相談を行
う

乳児一般健康診
査票の交付（育
児教室通知に同
封）

乳幼児の定期健
康診査・相談を
実施する
各月齢、年齢に
あわせた支援を
行う
■4か月児健康診
査
■10か月児健康
相談
■1歳6か月児健
康診査
■2歳児健康相談
■3歳児健康診査

年齢に応じて予
防接種を行う
市から通が届く
■ヒブ（インフ
ルエンザ菌ｂ型
■小児肺炎球菌
■4種混合（不活
化ポリオ、ジフ
テリア、百日
咳、破傷風）
■BCG（結核）
■麻しん（はし
か）、風しん
混合
■日本脳炎
■水痘
■B型肝炎
■ロタウィルス

保健師、助産
師、管理栄養
士、歯科衛生士
等による個別相
談を行う

乳児の成長に合
わせた教室を実
施する
■育児教室（2～
3か月）
ベビーマッサー
ジ、育児につい
ての話
■離乳食教室（6
～7か月）
離乳食の話、調
理実習、食べ方
実習、口腔の発
達について

2歳8か月児を対
象に歯科検診、
フッ化物塗布及
び保護者への唾
液検査や個別相
談を実施

主に出産前後の
方を対象に相談
窓口を開設する
（本庁舎1階12
番窓口）

実施
時期

随時
概ね産後２週間
および１か月時

母または児が退
院後120日以
内

６泊７日まで利
用料の８割を助
成

産後１年未満以
内

2,000円の助
成券２枚交付

随時
3か月～誕生日
の前日までの間
に1回

月3回
（豊科・穂高・
三郷保健セン
ター）

月４～5回
（豊科・穂高・
三郷保健セン
ター）

月2回（穂高保
健センター）

月2回
（豊科・穂高保
健センター）

随時

備考

出生後 子育て相談・教室
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子育て支援

名称 保育園 地域型保育事業 一時預かり保育 病児・病後保育

概要

保護者が働いてた
り、病気あるいは
出産などの理由で
家庭において保育
できな児童を保護
者に代わって保育
する

保育園より少人数の単
位で0歳から2歳の子ど
もを保育する事業で、
入園の条件は保育園と
同じ
市内には家庭的保育
（定員5人以下）を行う
事業所が2園、小規模
（19人以下）を行う事
業所が５園ある

未就園児を持つ保
護者が一時的に家
庭でお子さんを保
育できない場合
に、1か月15日を
限度としてお子さ
んをお預かりする
（事前申請による
登録制）

病児・病後保育は、病気の回
復期前または回復期にあるお
子さんを、就労等の理由によ
り、保護者が家庭で保育でき
ない場合など、お子さんを預
かる制度

種類 通常サポート 当日サポート
病児・病後児

サポート
1号認定の

保育
2・3号認定の

保育

対象者

0歳児（6か月経過
児）から5歳児

0歳児から2歳児 未就児（0歳か
ら）

①生後6か月経過後から小学校
3年生までの児童
②病気の回復期に至らず、集
団保育及び勤務等の都合で家
庭の保育が困難である
③保護者が市内在住または市
内に勤務している

内容

①送迎：保育
園、習い事等へ
の送り迎え
②託児：外出、
出産、仕事の際
等のお預かり

（利用方法）利
用日の7日前まで
に（突然の用事
の場合等はこの
限りでない）事
務局に申し込む
事務局は条件に
合う協力会員を
紹介

お子さんや保護
者の急な病気や
出張、保育施設
などの急な呼び
出しなど、突発
的な当日の依頼
に対応する

保護者の就労や
出産等の事情に
より、やむを得
ず家庭において
病気のお子さん
を保育できない
場合、臨時的か
つ一時的にお子
さんを預かる
※病児の内容、
状態によっては
受け入れできな
い場合もあり

通常の保育時間
は、午前9時から
午後3時までで、
家庭の事情など
により延長保育
を行う（預かり
保育：午後3時か
ら午後4時30分
まで）

通常の保育時間
は、午前8時30
分から午後4時
30分までで、家
庭の就労などの
事情により延長
保育を行う（長
時間保育：午前7
時30分から午前
8時30分、午後
4時30分から午
後7時まで）

■細萱保育園
通常の保育時間
は、午前8時30
分から午後4時
30分までで、家
庭の就労などの
事情に応じ、延
長保育を行う
（長時間保育：
午前7時30分か
ら午前8時30
分、午後４時30
分から午後７時
まで）

■保育室モモ（家）
■響育の山里くじら
雲（家）
■あづみ野おとぎ保
育園（小）
■あづみ野第２おと
ぎ保育園（小）
■あづみ野第３おと
ぎ保育園（小）
■ニチイキッズ安曇
野保育園（小）
■ニチイキッズ穂高
保育園（小）

一時預かり保育 利用にあたり事前登録及び
予約等が必要となる
お預かりする前にかかりつ
け医などで診察を受ける必
要がある

1日につき4人
月～金曜日（土・日・祝
日・年末年始を除く）
午前8時から午後6時まで

■穂高幼稚園

利用
料金

子ども1人１ｈ
（午前8時から
午後6時）
　　600円
上記時間外及
び日曜、祝日
　　700円

１日（4h以上）
0・1・2歳児
　　　3,000円
3歳児以上
　　　2,000円
半日（4h未満）
0・1・2歳児
　　　1,500円
3歳児以上
　　　1,000円
給食（1食）
　　　　200円
おやつ（1食）
　　　　100円

■市内特定教育・保護施設等
を利用する児童
4ｈ以内　　無料
4～8h以内　　　無料
8hを超えた場合30分あたり
・1号認定　　　100円
・2・3号認定
　（保育短時間）　100円
（保育標準時間）　　0円
■上記以外の児童
4ｈ以内　　650円
4～8h以内　　1,300円
8hを超えた場合30分あたり
　　　　　　100円

備考

信州型自然保育認定制度

信州型自然保育認定制度（信州や
まほいく）認定園は、信州の豊か
な自然環境と多様な地位資源を活
用した、室外を中心とした体験活
動を取り入れた保育・幼児教育。
子どもの育ち方は一人ひとり多様
であることを大人が理解し、子ど
もが持つ自ら成長しようとする力
が自然や地域の中での体験を通じ
て育まれる

公立認定こども園　18園、私立響
育の山里くじら雲　計19園

響育の山里くじら雲は、特化型認
定（質量ともに自然保育に重点を
置いて取り組んでいる活動）で、
1週間で15時間以上屋外を中心と
した体験活動が行われ、通算2年
以上の自然体験活動の指導経験が
ある常勤保育者が半数以上いる、
また安全管理の専門講習を受講し
た常勤保育者がいる
その他公立認定こども園は、普通
型認定（他のプログラムと一緒に
自然保育にも積極的に取り組んで
いる活動）で、1週間で合計5時間
以上屋外を中心とした体験活動が
行われている

ファミリーサポート
子育て中、子どもを見てくれる人がいなくて困っている方の
ため、「安曇野市ファミリー・サポート・センター」では社
会福祉法人安曇野市社会福祉協議会が事務局となり、子育て
に「手助けが必要な方」と「手助けができる方」とをつな
ぎ、地域で安心して子育てをするための助け合い活動を推進
する

0歳から小学6年生

子ども1人1h
（午前8時から午後6時）
　　800円
上記時間外及び日曜、祝日
　　900円

安曇野市立認定こども園条例施
行規則で定める額

認定こども園 幼稚園
満3歳から就学前までのお子さ
んが教育を受けるところで、市
内には公立の穂高幼稚園が1園
ある

3歳から5歳まで

保育園と幼稚園の機能や特徴をあわせ
もった施設で、3～5歳のお子さんは、
保護者の働いている状況に関わりな
く、教育・保育を一緒に受けることが
できる
市内に公立18園、私立2園の認定こど
も園があり、お子さんを預かる

0歳児（6か月経過児）から5歳児
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子育て支援

名称 学校給食センター 放課後児童クラブ
放課後子ども教室
（わいわいランド）

児童館 図書館
コミュニティ
スクール事業

概要

市内の小・中学校
へ提供する学校給
食業務を行う。

小学校下校後または長期休みに、就労等のため保護者が家庭にい
ない児童を児童館等でお預かりして、児童の保護及び健全育成を
図ることを目的に実施する

市内全小学校で放課後
の子どもの居場所（学
校敷地内）を確保し、
子どもたちが主体的に
遊び、楽しむ時間とし
て行う

市内に9か所の児
童館があり、子ど
もたちの遊び場と
して、またお子さ
んとその保護者同
士の交流の場とし
て自由に利用でき
る

市内に5か所の図書
館があり、子どもた
ちのための絵本コー
ナーがあり、読み聞
かせや手遊びなどの
イベントを行ってい
る

「たくましい安曇
野の子ども」を育
てる。「地域とと
もにつくる学
校」、「地域に根
差した魅力ある学
校」を目指す

種類
特別支援学

級・特別支援
学校への就学

指定校
（通学区）

指定校変更

対象者

小学校1年生から中学
校3年生まで

就学を希望される
方

小学校1年生から
中学校3年生まで

指定校以外の学校
への就学を希望す
る場合

小学校1年生から
中学校3年生まで

下校後または長期休みに家に誰もいない家庭の児童で、小学校1
～4年生

市内小学校に在籍する1
年生から6年生

0歳から18歳のお
子さんとその保護
者

全市民 児童・生徒

内容

市内小中学校
■小学校　10校
■中学校　7校

（転入）
新しく就学する学校
を指定した「就学指
定校通知書」を発行
前の学校で発行した
関係書類を持参し学
校で手続きを行う
（転校）
現在の学校へ伝える
と、転校関係書類を
学校から発行する
新たな学校へ「就学
指定校通知書」とと
もに持参する

特別支援学級・
特別支援学校へ
の就学を希望す
る場合には、お
子さんが特別な
支援が必要であ
るかどうかを判
断するため、市
の就学相談委員
会の判断が必要
となる

安曇野市学校の
通学区域に関す
る規則により、
通学区域を定め
ている

指定校以外の学
校への就学を希
望する場合、
「就学指定校変
更許可基準」に
該当し、就学を
希望する学校長
の承諾が得られ
た場合に限り、
申請に基づき通
学する学校を変
更できる。

食物アレルギー
のある児童・生
徒には、アレル
ギー対応食の提
供を行う
ただし、アレル
ギー対応食の実
施決定において
は基準があり、
医師の指示書の
提出等一連の手
続きが必要とな
る

■利用可能時間
小学校の下校時から午後6時まで
■小学校の休日
午前8時30分から午後6時まで
■延長保育
午後7時まで
■早朝保育
午前8時から（土曜日、長期休業中などの学校休校日のみ実施）
■休日
・日曜日、祝日
・8月13日から8月16日まで
・12月29日から翌年の1月3日まで

地域のボランティア
スタッフが子供たち
の活動の見守りを行
う（ただし、児童を
預かる場ではなく、
保護者や児童の責任
において参加）

午前中は未就園
のお子さんと保
護者の方、午後
は小学生以上の
お子さんが利用
している
児童館によって
は併設する放課
後児童クラブの
小学生も利用し
ている
管理運営は、社
会福祉法人安曇
野市社会福祉協
議会

学校・地域・家
庭の連携を強化
し、子どもたち
を育てる環境の
充実を図る。
学校運営目標や
願い、課題を地
域と共有し、理
解していただく
「地域とともに
つくる学校」を
目指す

説明

■豊科南小学校
■豊科北小学校
■豊科東小学校
■穂高南小学校
■穂高北小学校
■穂高西小学校
■三郷小学校
■堀金小学校
■明南小学校
■明北小学校

■豊科南中学校
■豊科北中学校
■穂高東中学校
■穂高西中学校
■三郷中学校
■堀金中学校
■明科中学校

区単位で指定
校が定められ
ている

許可基準の区
分
■転居
■転居予定
■最終学年
■兄弟関係
■両親共働き
■身体虚弱等
■通学の安全
性に伴う配慮
■通学距離
■地域的事情
■その他教育
的配慮

（給食センター
一覧）
■北部学校給食
センター
■堀金学校給食
センター
■中部学校給食
センター
■南部学校給食
センター

給食費単価（1
食）
小　280円
中　330円
基準給食日数
小　200日
中　199日
給食費年額
小　56,000円
中　65,670円

■豊科南小児童クラブ　　　  ■豊科南穂高児童クラブ
■豊科東小児童クラブ        　■穂高南小児童クラブ
■穂高西小児童クラブ        　■穂高西小児童クラブ分室
■穂高北小児童クラブ        　■三郷児童クラブ
■三郷小あき教室児童クラブ(長期休業中のみ)
■堀金児童クラブ　　　　　　■明科児童クラブ

利用者負担
・生活保護法による被保護世帯の保護者
　月額　500円、長期日額　40円
・当該年度分の住民税非課税の保護者
　月額　2,500円　長期日額　200円
・当該年度分の住民税額が80,000円未満の保護者
　月額　5,000円　長期日額　400円
・当該年度分の住民税額が80,000円以上の保護者
　月額　6,000円　長期日額　480円

延長保育
・午前8時から午前8時30分
　月額　1,000円　　日額　500円（早朝保育は学校休校日）
・午後6時から午後6時30分
　月額　1,000円　　日額　500円
・午後6時から午後7時
　月額　2,000円　　日額　1,000円

利用時間
毎週水曜日の授業終
了後から下校時刻ま
で
参加申し込みは、年
度初めに小学校を通
じて受け付ける

季節やお子さん
の年齢に応じた
催し、子育て中
の保護者の方の
仲間づくりやリ
フレッシュを目
的とした行事、
イベントなど企
画・運営してい
る
運営には地域の
ボランティアの
方も関わり地域
の各世代との交
流の場になって
いる

会館・休館日
各児童館へ問い
合わせ

■中央図書館
平日　午前9時から
午後8時
土日祝　午前9時か
ら午後6時
■豊科・三郷・堀
金。明科図書館
午前10時から午後
6時

休館日（全館共通）
・毎週月曜日（祝日
を除く）
・祝日の翌日（土、
日曜日、祝日を除
く）
・毎月最終金曜日
・年末年始（12月
28日から1月4日）
・特別整理期間

備考
安曇野市コミュニ
ティスクール事業
実施要綱

小中学校への就学の手続き
安曇野市立小中学校への就学は、教育委員会が定める通学区域に基づき就学する学
校が指定されている
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子育て支援

名称
子ども発達
支援相談室

家庭児童相談室 女性相談
子どもと親の相

談電話
いじめ相談
ホットライン

生活保護に
ついての相談

民生児童委員・
主任児童委員

概要

0歳から18歳まで
の発達に心配のあ
る子どもの相談を
受け付けている

家庭における子ど
もとの関わり方や
悩み、家庭環境に
関すること、非行
に関すること等に
ついて相談を受け
付けている
児童虐待について
の相談や通告も受
け付けている

DVや離婚など夫婦
の問題、家族関
係、などの相談を
受け付けている

学校生活や家での
悩み・学校教育・
子育てや発達障が
い等について相談
を受け付けている
（これまでの、教
育相談やいじめ相
談の電話を一本
化）

小中学校に関す
る、学校生活全般
（学習・不登校な
ど）や、学校教育
についての相談を
受け付けている

病気や事故、その
他の理由で、収入
が少なくなったり
なくなったとき、
最低限度の生活が
できるように、生
活費や医療費など
を援助し、一日も
早く自分の力で生
活できるように援
助する制度が生活
保護であり、その
相談を受け付けて
いる

地域での身近な福
祉の相談相手とし
て各地区に民生児
童委員がいる
地域での子育てに
関する情報や虐待
が疑われる事例の
相談などがあれ
ば、地域の民生児
童委員を紹介する
子育てに関する専
門知識や経験を
もった主任児童委
員もいる

対象者

0歳から18歳まで
の発達に心配のあ
る子どもの保護者

18歳までの児童を
養育する家庭

女性（男性も可） 子ども、保護者、
その親族等全般的
に

地域住民

受付
時間

午前8時30分か
ら午後5時15分
（土・日曜日、
祝日、年末年始
の閉庁日を除
く）

午前8時30分か
ら午後5時15分
（土・日曜日、
祝日、年末年始
の閉庁日を除
く）

午前8時30分か
ら午後5時15分
（土・日曜日、
祝日、年末年始
の閉庁日を除
く）

DVホットライン
（24時間受付）

午前９時から午
後５時まで
（土・日曜日、
祝日、盆休み、
年末年始の閉庁
日を除く）

午前8時30分か
ら午後5時15分
（土・日曜日、
祝日、年末年始
の閉庁日を除
く）

午前8時30分か
ら午後5時15分
（土・日曜日、
祝日、年末年始
の閉庁日を除
く）

場所

子ども発達支
援相談室（穂
高健康支援セ
ンター内）

市子ども支援
課児童担当
（家庭児童相
談室）

市子ども支援
課児童担当
（家庭児童相
談室）

教育相談室 教育相談室 市福祉課生活
支援担当

市福祉課福祉
政策担当（民
生児童委員協
議会事務局）

備考

相　　　談
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子育て支援

名称
児童手当
・特例給付

子育て応援手当
福祉医療費
給付事業

就学援助費
特別支援教育
就学奨励費

入学準備金
貸付制度

児童扶養手当
自立支援教育訓練
給付金支給事業

高等職業訓練促進
給付金支給事業

母子・父子自立支援
員による相談

母子・父子寡婦福祉
資金貸付制度

概要

中学校修了前ま
でのお子さんを
養育しているす
べての保護者に
手当を支給する

子育て応援手当を支給する市独自
の給付事業

医療機関や薬局で支払った自己負担分について、
後日給付を受けられる

経済的な理由に
より就学が困難
な児童生徒に対
して、学用品費
や給食費等の援
助を行う

小中学校の特別
支援学級等に在
籍する児童・生
徒の給食費や学
用品等の援助を
行う

高等学校又は大
学、専門学校へ
の入学準備の
際、市が入学に
必要な費用を無
利子で保護者に
貸し付ける制度

父母の離婚など
により、子ども
を養育している
ひとり親家庭等
の生活の安定と
自立を助け、子
どもの福祉の増
進を図ることを
目的として、児
童扶養手当を支
給する。

児童扶養手当を
受給している
か、同等の所得
水準の父子家庭
の父親または母
子家庭の母親が
介護職員初任者
研修、経理事
務、医療事務等
の専門性の高い
講座を受講する
場合に、受講料
の6割の補助を
行う

児童扶養手当を
受給している
か、同等の所得
水準のひとり親
家庭の父または
母が介護福祉
士、看護師、保
育士等の資格取
得を目指し養成
機関へ入学した
場合、生活の負
担軽減を図るた
めの費用の補助
を行う

ひとり親家族の
方が抱える、経
済的なこと、生
活、仕事、子育
てなどについて
母子・父子自立
支援員が相談を
受ける

20歳未満の児童
を扶養している
ひとり親家庭の
親又はその児童
へ就学資金、生
活資金等を長野
県が貸し付ける
制度

対象者

0歳から中学校修
了（15歳の誕生
日後の最初の３
月３１日まで）
の児童を養育し
ている方

市内に住所を有する第2子以降の児
童（高校卒業まで）と同居し、養
育する保護者等で次の要件を満た
す方
①小学校就学前の児童の保護者等
②認定こども園、幼稚園、保育所
（認可外保育所を含む）、その他
児童福祉施設等を利用していない
児童の保護者等

■乳幼児等
0歳から中学3年生までの方
■障がい者(児)
・身体障害者手帳1級から3級の方
・精神障害者保健福祉手帳1級から2級の方
■母子家庭等
母子家庭の母、母子家庭の子、父母のいない児童
■父子家庭
父子家庭の父、父子家庭の子

■児童生徒の世帯
の所得状況が市教
育委員会が定める
基準を下回る場合
■児童扶養手当の
支給を受けている
場合

■児童生徒の世帯
の所得状況が市教
育委員会が定める
基準を下回る場合

■市内に住民登録
があり、実際に居
住していること
■連帯保証人(1
人）を立てられる
こと
■生計が同じ人の
所得の合計金額が
基準額以下である
こと

■18歳到達の年
度までの児童を
養育しているひ
とり親家庭等
■父母いずれか
が重度障害であ
る場合の親また
は養育者

児童扶養手当を
受給している
か、同等の所得
水準のひとり親
家庭の父親また
は母親

児童扶養手当を
受給している
か、同等の所得
水準のひとり親
家庭の父親また
は母親

ひとり親家庭の方 20歳未満の児童を
扶養しているひと
り親家庭の親又は
その児童

支給額

■3歳未満
一律15,000円
■3歳以上小学校
修了前
10,000円（第3
子以降は
15,000円）
■中学生
一律10,000円
■所得限度額を
超過した世帯
一律5,000円

第2子以降の児童1人につき、月額
3,000円

月額　43,160
円～10,180円
(世帯の所得に応
じて金額を決
定）

受講のために、
実際に支払った
費用の6割の額

■前年所得が課
税世帯の場合
月額70,500円
■非課税世帯の
場合
月額100,000
円

支給日

6月、10月、2
月の15日（土
日、祝日の場合
は直前の平日）
にその月の前月
分までの手当を
支給

毎年10月（前期分）、3月（後期
分）の月末に、対象支給月分の手
当を支給

１月、３月、５
月、７月、９
月、１１月の11
日（土日、祝日
の場合は直前の
平日）にその月
の前月分までの
手当を支給

支給申請の提出
後、審査のうえ
随時支給

毎月10日以降の
直近の水曜日に
支給

担当

市子ども支援課
児童担当

市子ども支援課児童担当 市長寿社会課福祉政策担当 在学している市
内の小中学校、
市学校教育課学
校教育係

在学している市
内の小中学校、
市学校教育課学
校教育係

市学校教育課学
校総務係

市子ども支援課
児童担当

市子ども支援課
児童担当

市子ども支援課
児童担当

市子ども支援課
児童担当

市子ども支援課
児童担当

備考
対象区分によって適用対象となる医療の条件
が異なります

学校を通じて申
請

学校を通じて申
請

経済的な支援 ひとり親家庭への支援
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子育て支援

名称
子ども発達支援

相談室

「障害者総合相
談支援センター

あるぷ」
障害者手帳

特別児童扶養
手当

障害児福祉手
当

各種福祉サービス

概要

発達に心配のあ
る子どもさん
が、健やかに成
長し、18歳以降
のライフステー
ジが円滑につな
がり、安心して
生活できるよ
う、成長段階に
応じた相談、支
援を行う

障がい者相談支
援事業の一環と
して設置されて
おり、相談員が
話を聞き、市・
病院などと連携
を取りながら支
援を行う
各種手続きやわ
からないことを
一緒に考え、解
決するお手伝い
をしている
相談は無料で、
個人の秘密は守
られる
コーディネー
ター、療育コー
ディネーターな
どの専門の相談
員が配置されて
いる

心身に障害があ
る人が様々な福
祉サービスを利
用するため必要
な手帳
障がいの内容に
より身体障害者
手帳・療育手
帳・精神障害者
保健福祉手帳が
ある
等級
・身体障害者手
帳（1級～6級）
・療育手帳
（A1,A2,B1,B
2)
・精神障害者保
健福祉手帳（1
級～3級）

知的、精神又は
身体に障害を有
する20歳未満の
児童を在宅で看
護している保護
者又は養育者に
特別児童扶養手
当を支給する

日常生活で常時
介護を必要とす
る重度障がい児
(20歳未満）に
障害児福祉手当
を支給する

ニーズや悩みをお伺い
して、一人ひとりに適
した障がい福祉サービ
スの利用について案内
している
・タイムケア事業
・日中一時支援事業
・移動支援事業
・障害児通所支援事業
（児童発達支援、放課
後等デイサービスな
ど）

対象者

0歳から18歳ま
での発達に心配
のある子どもと
その保護者

知的、精神又は身
体に障害を有する
20歳未満の児童を
在宅で看護してい
る保護者又は養育
者

日常生活で常時介
護を必要とする重
度障がい児(20歳
未満）

給付額

月額
・1級
　　　52,500円
・2級
　　　34,970円

月額
　　　14,880円

担当

市福祉課障がい
福祉担当

市福祉課障がい
福祉担当

市福祉課障がい
福祉担当

市福祉課障がい福祉担
当

備考

障がいのあるお子さんへの支援
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学校・児童クラブ
	安曇野市コミュニティスクール（ＡＣＳ） 安曇野市児童クラブ 小中学校放課後学習室

概　　要

　人口減少、少子化など社会状況が多様化、複雑
化する中で、学校現場を取り巻く教育環境も複雑
化し困難を極めている。市では、学校と地域や保
護者が協力して子どもたちの学びや健全な成長を
支援する仕組みとして、従来のスクールサポート
事業をコミュニティスクール事業と名称を変更
し、内容を充実した。
　「開かれた学校づくり」から一歩踏み出し、ど
のような子どもたちを育てていくのか、何を実現
していくのかという学校運営の目標を地域に理解
していただき、共有する。地域と一体となって子
どもたちを育む「地域とともにつくる学校」を目
指す。

　児童クラブは放課後、土曜日及び休校日に、就
労等の事情により保護者等が家庭にいない小学校
児童の保護及び健全育成を図るために設置するも
ので、市内の小学校に在学する1年から4年生まで
の児童を対象に、放課後の児童の安全な居場所を
提供することを目的とするもの。利用形態は、通
年利用と、夏休みなど長期休みや振替休校日に利
用する長期休業のみ利用の2種類がある。

　小学校は学習に困難さを感じる高学年児童に、
中学校は教科学習の理解に課題を感じている、ま
たは、より学ぶ意欲のある生徒に、各校の実情に
応じて補習的あるいは発展的な支援を行うこと
で、学習への不安の軽減や学習意欲・理解の向上
を図り、学校生活への不適応の緩和や不登校の予
防の一助とする。または、学習に関する学校課題
解決の一方策とする。
(共通事項)教員経験者を中心とする学習支援ボラ
ンティアが学校教員と連携して、子どもの困って
いることへの助言やわからない事柄への指導な
ど、一人ひとりに応じた個別の学習支援を行う。
地域の教育力を生かし、様々な人に接すること
で、体験を通じて学習の進め方他を学び、分かる
楽しさ等を味わう機会とする。
（小学校）学校ごとに、放課後週一回（放課後子
ども教室の時間帯に）学校の一室で、小学校高学
年の児童を中心に実施。
（中学校）学校ごとに、各校の実情に応じて、学
校の一室または近隣施設で、３学年の生徒を中心
に実施。

（1）会議
　中学校区単位に「地域教育協議会」（構成員：
学校関係者、地域住民、地域コーディネーター、
公民館関係者等）を発足し、年複数回開催する。
　　①学校運営の理解・参画
　　　・学校の方針について地域の皆
　　　　さんと意見交換、共有
　　②学校支援についての意見交換
　　　・学校応援活動、一人ひとりの
　　　　活動の場の創出の協議
　　③学校関係者評価
　　　・学校が実施する自己評価につ
　　　　いて意見交換
　　④小中連携
　　　・協議会で小中9年間の学びを
　　　　通じた子どもの育て方を協議

（1）開設日時
　・平日　学校終了時から午後6時まで
　・土曜日、長期休業中と
　　　①日曜日及び祝日、
　　　②8月13日から16日、
　　　③12月29日から翌年の1月3日
　　以外の休校日　午前8時30分から
　　　　　　　　　　　午後6時まで
　・長時間保育
　　　①延長保育　午後7時まで
　　　②早期保育（学校休校日に限る）
　　　　　　　　　午前8時から

（1）実施主体　市教育委員会と校長会の共催と
　し、「学校の教育活動」として位置付ける。
（2）業務分担
　①市教育委員会　全体計画、事業の統括とまと
　　め、学習支援ボランティアの指導者の配置(小
のみ。中については学校が中心となり募集と決定
を行う。)
　②学校　運営計画の立案、指導者との打ち合わ
　せ、学校職員の配置と学校支援ボランティアと
　の連携促進、教室の実施・運営
（3）期間　6月上旬（5月末）から3月下旬まで
（4）日時
(小学校)毎週水曜日　15時30分ころから16時
30分ころまで
(中学校)各校の計画による
（5）場所
(小学校)学校の一室を利用
(中学校)学校の一室、近隣の公共施設
（6）対象児童
(小学校)学習に対して課題意識を持つ高学年
(中学校)学習に対して課題意識を持つ生徒、趣旨
を理解し学習意欲のある生徒
（7）人員
(小学校)1校につき20人程度
(中学校)各校の課題や実情による
（8）指導者　学習支援ボランティアの指導者

（2）地域コーディネーター
　学校の実情に応じた学校づくりや地域活動等の
企画調整を行い、学校と地域をつなぐ役割を担
う。
（3）学校応援隊（学校支援ボランティア）の組
織化
　市教育委員会の人材バンクに登録し、学校の要
請により、学校・地域コーディネーターへ情報を
提供する。バンク登録なしでも、気軽に学校に足
を運んで「ともに学ぶ学習者」としてやりがいや
生きがいを感じることができる。
　応援隊は、地域講師（指導者）、学校応援（協
力者）、子どもたちとともに学ぶ学習者
　分野は学習活動、子ども安全見守り、総合的な
学習、読書活動、環境整備、課外活動、部活動、
放課後活動、朝の自主活動

（2）開所場所
　①豊科南小児童クラブ
　　　　　　　　　　（豊科南小学校）
　②豊科南穂高児童クラブ
　　　　　　　　　　（南穂高児童館）
　③豊科東小児童クラブ
　　　　　　　　　　（豊科東小学校）
　④穂高南小児童クラブ
　　　　　　　　　　（穂高中央児童館）
　⑤穂高西小児童クラブ
　　　　　　　　　　（穂高西部児童）
　⑥穂高西小児童クラブ分室
　　　　　　　　　　（穂高西小学校）
　⑦穂高北小児童クラブ
　　　　　　　　　　（穂高北小学校）
　⑧三郷児童クラブ
　　　　　　　　　　（三郷児童館）
　⑨三郷小あき教室児童クラブ(長期休業中のみ)
　　　　　　　　　　（三郷小学校）
　⑩堀金児童クラブ
　　　　　　　　　　（堀金児童館）
　⑪明科児童クラブ
　　　　　　　　　　（明科児童館）

【組織体系】
■実行委員会（学校支援の企画、事業評価、
研修会の開催（地域コーディネーター、学校
応援隊）
■地域コーディネーター、連絡会
■地域教育協議会（学校運営の理解・参画、
学校支援、学校関係者評価、小中連携）
〇構成（　小中学校長、区長代表者、地域
コーディネーター、ＰＴＡ代表者、公民館関
係者）
〇中学校区（豊科南地域、豊科北地域、穂高
東地域、穂高西地域、三郷地域、堀金地域、
明科地域）
■学校と地域教育協議会との共有・協働
　「たくましい安曇野の子ども」を育成する
ため学校、地域の皆さんと共有、協働する

【申請資格】
　保護者が家庭にいる児童は対象とならない。（農業、
事業を営んでいる家庭、祖父母等が通学区域内に住んで
いる家庭の場合も原則対象とならない。
　祖父母等は、同居祖父母、児童が通う小学校の通学区
域に居住している祖父母、その他同居人の方を含む。)
　申請には、家庭で児童の見守りができないことを証明
する書類の提出が必要です。
【負担金】
　児童の保護者（父母）の当該年度の市県民税に基づき
決定する。
・生活保護世帯　月額500円、長期日額40円
・住民税非課税世帯　月額2,500円、長期日額200円
・住民税課税額8万円未満の世帯
　　月額5,000円、長期日額400円
　　　　　　　（上限額5,000円／月）
・住民税課税額8万円以上の世帯
　　月額6,000円、長期日額480円
　　　　　　　（上限額6,000円／月）
・2人以上の利用は、同一形態で利用する2人目は半額
・早朝、延長保育を希望する場合は、30分につき
月額1,000円が加算
・負担金におやつ代が含まれる
 

【障がい児保育】
　心身に障がいのある児童の受け入れは、必要に応じて
児童クラブ、保育園及び小学校側と連絡調整し、受入れ
可能であるか検討するが、特別支援学級に所属している
児童、または認定こども園において加配の保育士がつい
ている園児については、「放課後等ディサービス」等療
育支援の利用も検討いただく。

具体的活動

詳細説明
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